
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
古
活
字
版
『
蒙
求
抄
』
酬
並
び
に
注
(
こ

本
稿
は
、
宮
内
庁
書
器
蔵
古
活
字
版
『
蒙
求
抄
』
を
、
清
文
堂
『
抄
物
資
料
集
成
』
所
収
の
も
の
を
も
と
に
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
序
の
部
分
で
あ
る
が
、
冒
頭
の
二
某
、
定
玉
一
誓
本
倫
明
部
分
は
省
略
し
た
。
本
文
内
容
と
余
り
関
係
が
な
い
た
め
で
あ
る
。

ま
た
、
通
常
の
翻
刻
と
は
異
な
り
、
ど
の
よ
う
に
読
む
か
を
中
、
心
に
、
引
用
さ
れ
て
い
る
鸞
精
は
参
照
し
た
で
あ
ろ
う
原
本
に
当
た
っ
て
硫
認
す

る
と
い
う
作
業
を
行
っ
た
も
の
で
、
底
本
の
改
行
に
は
従
っ
て
い
な
い
し
、
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が
な
に
直
し
、
句
鮓
ゞ
翌
を
施
し
、
漢
文
部
分

ー
き
下
し
文
を
補
っ
た
。
ひ
と
え
に
陵
や
す
さ
の
た
め
で
あ
る
。
国
立
国
会
県
白
館
所
蔭
見
永
十
五
年
版
察
求
抄
』
の
句
読
、
濁
点
等
も
参

考
に
は
し
た
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
は
従
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
仮
名
諜
、
繰
り
返
し
記
号
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
し
、
漢
字
も
条
通
り
と
し
て
統
一
し
て
い
な
い
。
李
瀚
も
李
溝
に
作
く
る
場
合

が
多
い
が
、
そ
れ
も
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
た
だ
、
「
し
て
」
「
こ
と
」
の
省
略
文
字
は
仮
名
に
直
し
た
。

は
じ
め
に

山小甲木塩

谷西斐内出

桃美涼明

日

子来子香雅
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底
本
の
翻
刻
は
、
住
谷
芳
幸
氏
が
「
忠
{
夫
に
電
子
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は
」
な
い
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
電
子
デ
ー
タ
を
公
開

さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
も
参
器
い
た
い
。
な
お
、
住
谷
氏
女
開
さ
れ
て
い
る
、
米
沢
市
立
鼎
館
蔵
宕
家
求
抄
』
も
参
考
し
た
。
本
四

(
注
]
)

「
米
沢
本
」
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
は
そ
れ
で
あ
る
。

そ
の
他
、
参
照
し
た
も
の
を
挙
げ
て
お
く
と
、

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
蒙
求
聴
塵
』
(
『
聴
塵
』
)

京
都
大
寺
属
鼎
館
所
蔵
、
清
家
文
庫
『
隔
知
汪
条
』
清
原
業
取
黒
聿
、
宣
賢
女
入
れ
令
京
大
本
』
)

一
欝
糎
、
四
部
叢
刊
、
四
庫
全
書
、
十
三
経
注
疏
、
一
靴
県
貝
中
華
凹
局
版
二
十
四
史
に
所
収
の
も
の
を
主
と
し
て
用
い
た
。

な
お
、
参
老
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
序
を
挙
げ
て
お
い
た
。

1

欠
口
芳
ナ
¥
氏
ハ
ム
開
デ
ー
タ
の
異
一
は
浮
E
＼
＼
乏
乏
美
鴎
0
ル
当
.
N
凸
.
も
＼
工
器
ミ
m
仁
ヨ
冒
＼
=
N
ク
ず
今
.
Ξ
「
ヨ
。

本
稿
で
用
い
た
記
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

<
>
割
り
注
、
及
び
小
字
に
て
記
さ
れ
た
も
の
。

[
]
江
を
補
っ
た
部
分
。

〔
〕
文
字
の
誤
り
を
訂
正
し
た
も
の
。

漢
文
を
書
き
下
し
に
し
た
も
の
。

文
字
を
補
っ
た
部
分
。
こ
の
部
分
は
国
会
図
書
館
本
を
参
照
し
た
。

1王

-24-

二づ=、、^

、、""^



蒙
求
序

周
易
第
一
三
H
 
<
圦
下
艮
上
>
蒙
亨
。
匿
我
求
童
弐
々
々
求
我
。
突
永
は
亨
る
。
我
烹
永
に
求
む
る
に
匪
ず
、
烹
家
我
に
求
む
る
な
り
】

初
笈
告
、
再
驫
唄
〔
漉
の
誤
り
〕
、
々
則
不
告
、
利
貞
。
象
日
、
蒙
山
下
有
儉
。
々
而
止
、
蒙
。
々
亨
、
卦
ル
打
、
得
時
中
。
匪
我
求
婁
永
、
々
々

求
我
、
憲
也
。
【
初
め
笈
し
て
告
ぐ
、
再
三
す
る
と
き
は
液
れ
ぬ
。
漉
[
る
]
れ
ぱ
則
ち
告
げ
ず
。
貞
に
利
あ
り
。
象
に
日
く
、
蒙
は
山
下
に
険

有
り
。
険
に
し
て
止
ま
る
は
、
蒙
な
り
。
蒙
は
亨
る
と
は
、
亨
を
以
て
行
く
と
き
は
、
時
の
中
を
得
。
我
・
一
恐
永
に
求
む
る
に
眺
ず
、
烹
家
我
に
求
む

る
と
は
、
志
し
應
ず
る
な
り
。
】

[
の
]
序
[
は
]
古
注
の
序
ぞ
。
補
注
に
載
[
し
]
金
で
は
な
い
ぞ
。
去
〔
れ
]
ど
も
後
人
に
知
せ
う
用
で
、
の
せ
た
ぞ
。
子
光
が
序
が
、

ヒ
本
の
序
ぞ
。

蒙
求
と
は
易
の
蒙
の
卦
ぞ
。
圦
下
艮
上
の
卦
ぞ
。
共
〔
の
]
易
の
卦
ぞ
。
中
に
象
詞
日
、
山
下
出
泉
【
象
の
詞
に
日
く
、
山
下
に
出
泉
あ
る
】
は

蒙
な
り
と
云
[
ふ
]
ぞ
。
處
で
、
う
し
と
ら
の
艮
は
山
に
と
る
ぞ
。
止
,
[
ま
る
]
也
[
と
Y
汪
を
し
て
、
止
[
ま
]
る
心
ぞ
。
圦
は
水
で
、
穴
で
儉

阻
な
心
ぞ
。
山
下
に
あ
る
水
か
進
[
み
]
て
行
[
か
ん
]
と
す
る
は
、
山
が
あ
つ
て
進
〔
み
]
も
せ
ら
れ
ぬ
、
又
あ
と
へ
も
退
ぞ
か
れ
ぬ
ぞ
。
険
阻

(
注
}
)

な
ほ
ど
に
ぞ
。
人
事
の
上
で
申
[
す
]

四
設
の
わ
ら
べ
の
竺
か
]
な
も
の
が
、
う
か
と
し
て
居
た
時
が
条
々
と
し
て
、
謙
な
が
如
[
く
]

、

;

ニ
ー
寸

な
ぞ
。
是
が
聖
人
の
本
意
ぞ
。
流
[
れ
]
て
行
[
か
ん
]
と
思
ふ
が
水
ぞ
。
小
人
の
物
を
知
[
ら
]
ぬ
《
が
》
、
物
を
知
[
り
た
〕
い
て
と
思
[
ふ
]

が
、
求
の
心
ぞ
。
象
[
に
]
日
[
く
]
、
我
烹
家
に
求
[
む
る
]
に
あ
ら
ず
、
烹
家
我
に
求
[
む
る
]
ぞ
。
く
ら
い
方
か
ら
師
匠
の
方
ヘ
求
[
む
]

る
ぞ
。
蒙
昧
が
明
[
か
]
な
に
求
[
む
る
]
心
ぞ
。
求
[
む
]
れ
ば
明
[
か
]
に
な
ら
い
で
は
か
な
わ
ぬ
ぞ
。
山
下
の
水
の
、
い
に
た
が
る
や
う
に
、

師
を
尋
[
ね
]
て
物
を
問
[
い
]
た
い
と
思
[
ふ
]
が
求
ぞ
。
我
は
、
師
家
を
我
と
指
[
す
]
ぞ
。
師
を
ば
陽
交
に
取
[
り
]
、
陰
X
を
蒙
に
と
る
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ぞ
。
蒙
は
明
の
始
[
め
]
と
、
か
う
習
[
ふ
]
ぞ
。
さ
う
至
極
し
て
は
、
明
は
蒙
の
始
[
め
]
と
、
か
う
云
[
ふ
]
ぞ
。
す
ぐ
れ
た
明
に
は
、
蒙
々

(
注
3
)

と
し
て
居
[
る
]
程
に
ぞ
。
壁
に
]
云
[
ふ
]
、
但
話
に
、
勧
學
院
の
雀
は
蒙
求
を
噂
[
る
」
と
云
は
、
李
蹴
っ
か
う
小
女
の
名
を
雀
と
云
[
ふ
]

者
ぞ
。
其
[
れ
]
ま
で
此
[
の
]
蒙
求
を
噂
[
る
]
ぞ
。
し
き
の
雀
で
は
無
[
い
]
ぞ
。
未
審
出
處
、
可
考
【
未
だ
出
處
を
審
ら
か
に
せ
ず
、
考
ふ

(
注
5
)

(
注
4
)

可
し
】
。
序
の
事
[
は
]
暑
之
【
之
を
暑
す
】
、
い
つ
も
の
こ
と
ぞ
。

34 1

「
墜
」
以
下
の
雰
は
、
『
豊
』
に
も
「
艮
を
は
山
に
と
る
。
又
艮
は
止
心
也
。
圦
は
水
に
と
る
。
又
圦
は
隣
な
る
心
也
。
山
下
に
出
る
水
か
、
行
か
ん
と
す

れ
は
、
山
あ
り
て
推
止
め
ら
れ
て
ゆ
か
れ
す
。
退
か
ん
と
す
れ
は
、
儉
難
に
し
て
退
か
れ
す
。
進
も
せ
ら
れ
す
、
退
も
せ
ら
れ
す
し
て
、
ゐ
た
轟
か
蒙
也
。
」

と
あ
る
が
、
こ
の
説
明
は
、
何
に
基
づ
い
て
述
ベ
た
も
の
で
あ
る
か
、
ど
四
証
釈
に
ょ
る
も
の
か
か
、
迭
¥
受
{
谷
史
の
ー
で
は
闇
題
と
な
る
。
峡
加
、
艮
・
圦
の

卦
辞
、
説
卦
伝
、
お
よ
父
永
卦
の
象
伝
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
説
明
で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
『
周
易
』
注
の
ど
れ
か
に
拠
っ
て
い
る
と
見
る
方
が
自

然
で
あ
ろ
う
。
『
周
易
抄
』
は
゛
研
本
に
拠
っ
て
竺
て
い
る
か
、
こ
こ
で
見
る
よ
う
に
W
つ
た
も
の
で
は
な
い
。
最
も
近
い
と
思
わ
れ
る
の
は
『
輕
伝
』

の
「
艮
爲
山
、
爲
止
。
圦
爲
水
、
爲
険
。
山
下
有
儉
、
遇
険
而
止
、
莫
知
所
之
」
で
あ
る
。

九
二
の
陽
交
を
肺
(
我
)
に
、
六
五
の
陰
交
を
烹
永
に
当
て
る
。

こ
の
部
分
、
特
に
「
明
は
蒙
の
始
」
は
、
彌
塵
』
に
「
至
り
至
て
は
、
閥
は
蒙
の
始
也
。
玉
の
上
は
'
趣
て
蒙
々
た
金
あ
り
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く

も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
考
え
方
は
『
周
易
』
の
中
に
は
画
接
は
出
て
こ
な
い
。
お
そ
ら
く
は
講
者
と
さ
れ
る
沽
馨
阪
只
の
考
え
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
版
本
宗
家

求
抄
』
は
そ
の
講
義
を
聴
い
た
林
宗
二
の
記
録
し
た
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
「
と
習
そ
」
や
「
と
か
う
云
そ
」
と
の
表
現
は
聴
者
の
立
場
に
立
つ
も
の
と
一
言
え
よ
う
。

融
十
院
の
雀
の
こ
と
は
、
『
聴
塵
』
の
「
世
話
に
、
勸
學
院
の
雀
は
蒙
求
を
さ
へ
つ
る
と
い
へ
る
は
、
李
翰
か
仕
た
る
小
女
の
名
を
雀
と
云
。
此
者
ま
て
も
一
条

を
を
ほ
え
て
ょ
み
し
事
を
云
也
」
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
「
し
き
の
雀
て
は
無
そ
」
と
書
き
入
れ
、
さ
ら
に
「
未
'
需
處
、
可
考
」
と
疑
問
を
呈
し
て
い

る
の
は
、
や
は
り
耽
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
誥
者
倫
に
異
を
唱
え
て
い
る
と
一
言
え
よ
う
。

2 イ王
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こ
の
部
分
不
明
。
あ
る
い
は
「
序
」
と
言
う
一
N
つ
い
て
倫
明
を
略
す
と
い
、
?
慈
眛
で
あ
ろ
う
か
。

5

李
華
序

安
平
李
瀚
、
煮
永
求
一
範
列
古
人
言
行
美
惡
'
つ
乏
聲
律
以
授
幼
童
、
隨
而
釋
之
。
比
其
終
始
、
別
契
百
家
之
要
、
十
乍
"
四
五
矣
。
推

而
引
之
、
源
而
流
之
、
易
於
調
訥
、
形
於
章
句
。
不
出
巻
知
天
下
、
其
蒙
求
哉
。
周
易
有
烹
永
求
我
之
義
。
李
公
子
以
其
文
碑
、
不
敢
輕
傳
達
識
者
、

所
務
訓
蒙
而
已
。
故
以
蒙
求
爲
名
、
聟
舌
。
亦
毎
行
一
術
句
人
名
、
外
傳
中
有
別
亊
可
記
者
、
亦
此
附
叙
之
。
難
不
配
上
文
、
所
資
廣
博
。
従
切

韻
東
字
起
、
一
顎
四
字
、
凡
五
百
九
十
六
句
云
爾
。

李
華
索
凹
文
墾
傳
に
載
[
る
]
ぞ
。
蕭
穎
士
と
名
を
齊
[
し
う
]
す
。
蕭
李
と
云
〔
は
]
れ
た
名
ぞ
。
含
元
殿
[
の
]
賦
[
は
]
名
堂
C
。

(
庄
1
〕

[
す
る
]
ぞ
。
排
句
[
に
]
、
李
華
、
憲
叔
。
作
含
元
殿
賦
、
成
塁
需
穎
士
。
々
日
、
景
福
之
《
上
》
'
羌
之
下
。
華
文
解

唐
の
文
粋
一

起
爽
少
宏
傑
氣
。
穎
士
健
爽
自
肆
、
而
華
旦
箔
之
。
他
日
作
吊
戰
塲
文
、
極
思
、
方
成
、
汗
〔
汗
の
誤
り
、
汚
に
同
じ
〕
爲
故
紙
、
與
蕭
士
讃

之
。
問
、
今
日
誰
可
及
。
穎
士
日
、
君
加
精
思
、
便
輩
、
矣
。
華
惜
然
而
服
【
李
華
、
字
は
週
叔
。
含
元
殿
の
賦
を
作
り
、
成
り
て
以
需
穎
士
に

ゞ
日
く
、
^
旦
墨
備
の
上
、
靈
北
1
の
下
L
一
と
。
華
は
文
辧
緜
麗
に
し
て
、
バ
、
ノ
宏
偶
t
女
〔
あ
り
。
長
頁
^
ば
侶
,
爽
に
し
て
自
ら
肆
す
、
行
Ⅱ
し
て
玉

は
自
ら
之
に
過
ぐ
と
疑
ふ
。
他
日
、
戰
塲
を
弔
ふ
の
文
を
作
る
に
、
極
思
し
て
方
に
成
る
や
、
汗
し
て
故
紙
と
爲
し
、
蕭
士
に
與
ヘ
て
之
を
誠
ま
し

む
。
問
ふ
、
「
今
日
誰
か
及
ぶ
可
き
」
と
。
穎
士
日
く
、
「
君
懲
を
加
ヘ
ぱ
、
便
ち
能
く
至
ら
ん
」
と
。
華
陽
然
と
し
て
服
中
】
。
か
み
を
古
る

は
か
い
て
見
せ
た
ぞ
。
是
ほ
ど
罷
釜
二
か
]
ふ
ぞ
と
云
[
ひ
]
た
れ
ば
、
そ
れ
の
ぎ
た
ら
ぱ
、
是
ほ
益
国
か
う
ぞ
と
云
た
ぞ
。
釜
第
十
一

希
膿
、
何
平
軽
之
、
条
莞
膿
、
王
逸
子
玉
壽
、
字
文
女
之
【
希
殿
の
賦
は
、
何
殺
之
を
造
る
、
魯
呈
護
の
賦
は
、
王
逸

二

、

に
'^^.
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の
子
王
延
壽
、
字
は
文
考
、
之
を
造
る
】
。
六
子
華
は
去
[
る
]
者
ぞ
。
此
[
の
]
序
も
よ
う
書
い
た
ぞ
。
名
序
で
あ
る
ぞ
。
蒙
求
は
、
い
ろ
は
ほ
ど

の
初
學
ぢ
や
ほ
ど
に
、
長
く
文
章
を
書
[
い
]
て
は
似
合
[
ふ
]
ま
い
が
、
短
う
さ
つ
と
一
す
ぢ
に
竺
い
]
た
が
好
ぞ
、
妙
ぞ
。
李
江
互
[
の
]

武
帝
の
時
の
李
湃
と
云
[
ふ
]
は
、
大
な
る
壁
り
]
也
。
唐
の
玄
宗
の
時
の
者
也
。
李
華
と
同
時
の
者
ぞ
。
さ
れ
ど
も
さ
せ
る
者
と
は
み
へ
ぬ
ぞ
。

(
注
↓
〕

往
々
に
傳
な
し
。
困
學
紀
聞
の
八
に
の
つ
た
ぞ
。
、
れ
も
蒙
求
の
事
を
載
〔
す
]
ぞ
。
句
を
ふ
ん
で
好
[
ふ
]
し
た
と
云
[
ふ
]
た
ぞ
。

1

『
新
唐
書
』
巻
二
0
二
「
文
藝
上
」
の
蕭
穎
士
伝
に
「
獨
語
<
齊
名
、
Ⅲ
琥
藥
区
【
獨
1
の
み
き
名
を
齊
し
く
し
、
世

『
體
一
に
は
「
李
華
は
玄
宗
の
時
、
開
元
天
寶
小
の
人
也
。
蕭
穎
士
と
名
を
で
て
、
藥
子
と
云
は
れ
た
る
者
也
。
唐
文
梓
一

賦
を
か
い
た
る
も
の
也
」
と
あ
る
。

『
排
韻
』
は
『
排
一
揺
旦
仏
司
1
類
氏
族
大
全
』
、
そ
の
繰
」
十
、
,
.
一
に
見
え
る
。
「
文
煕
綣
李
華
、
字
退
叔
。
作
含
亢
殿
岫
、
成
以
示
加
頴
士
。
上
日
、
"
、
、
補
之
上
、

柄
i
山
^
カ
、
打
艾
、
ー
]
二
一
』
力
古
女
糸
氏
典
長
百
寸
一
詔
,
ソ
^
。
Ⅱ
口
今
、
日
訓
而
丁

及
。
頴
士
旧
、
君
加
精
思
、
便
能
至
矣
。
華
陽
然
而
服
。
三
堂
肌
」

『
聴
塵
』
に
は
、
前
段
の
後
に
「
太
玉
、
字
週
叔
。
」
と
記
さ
れ
る
だ
け
で
、
そ
の
他
の
灸
刀
が
見
え
な
い
か
、
京
大
木
で
は
ー
!
1
名
を
挙
げ
な
い
も
の
の
、
こ
れ

と
同
じ
文
為
さ
れ
て
い
る
。
写
本
の
段
階
で
、
こ
の
部
分
を
省
略
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
『
新
璽
旦
巻
二
0
三
 
7
詮
下
」
の
李
華
伝
と
は
、
少
し
く

字
句
が
異
な
る
。

京
大
木
に
は
、
先
の
『
排
韻
』
経
け
て
、
同
文
を
記
し
て
い
る
。

王
応
麟
『
困
学
、
紀
朋
』
巻
八
小
き
「
李
池
永
求
以
平
聲
與
上
去
入
相
問
」
と
あ
る
。

(
注
3
〕

234

李
と
琥
す
】
と
あ
る
。
ま
た
、

に
含
元
殿
の
鰄
あ
り
。
急
"
の
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安
平
1
三
段
。
自
始
至
釋
之
、
一
段
、
自
比
杜
尋
内
而
、
一
段
、
不
出
以
下
、
一
段
也
【
始
め
よ
り
「
釋
之
」
に
至
る
、
一
段
、
「
比
其
」
よ

<
 
1
主
]
)

り
「
章
句
」
に
至
る
、
一
段
、
「
不
出
」
以
下
、
一
段
な
り
^
。
或
[
る
]
義
に
は
比
杜
ハ
の
段
、
不
分
^
分
た
ざ
る
^
ぞ
。
言
[
ふ
こ
こ
ろ
]
は
上
中

下
き
し
た
れ
ど
も
、
す
べ
て
是
を
一
篇
と
云
ぞ
。
上
を
四
字
に
竺
き
]
て
、
又
1
に
沓
[
き
〕
て
、
四
字
五
字
で
一
篇
の
大
意
を
云
[
ふ
]

ぞ
。
又
七
字
か
い
て
、
四
字
の
句
を
ー
ご
句
か
い
た
ぞ
。
列
古
1
古
1
 
〔
二
字
衍
か
〕
古
人
の
二
行
の
善
[
き
]
こ
と
を
も
、
.
惡
[
し
き
]
こ
と
を

。
 
U
詐
J
を
ふ
む
は
、
^
日
t
E
に
か
な
わ
せ
.
う
用
に
、
句
を
ふ
む
ぞ
。
幼
童
に
さ
、
づ
け
て
、
そ
ら
に
を
ぽ
、
＼
さ
せ
.
う
用
に
し
た
ぞ
。
勸
善
圭
糞
^
お

力
也
。
善
[
き
]
こ
と
を
も
叉
し
き
]
を
も
、
手
本
に
せ
う
す
る
と
云
[
ふ
]
こ
と
ぞ
。
聲
律
と
云
は
、
二
が
四
句
づ
>
高
を
踏
[
む
]
と

云
[
ふ
]
心
ぞ
。
以
幼
1
能
者
の
爲
に
は
用
に
立
[
た
]
ぬ
ぞ
。
幼
童
に
し
ら
し
め
ん
爲
也
。
離
1
王
戎
1
と
し
た
ぱ
か
り
で
は
知
れ
ぬ
ほ
ど
に
、

注
を
二
行
に
し
た
と
云
[
ふ
]
こ
と
ぞ
。

比
其
1
 
一
段
ぞ
。
比
は
鄭
康
日
、
比
猶
校
^
鄭
康
1
Ξ
1
く
、
比
は
猶
ほ
校
の
こ
と
し
と
し
た
ほ
ど
に
、
か
ん
が
ゆ
る
に
ぞ
。
一
義
に
な
ら
ぶ
る
に

と
よ
む
ぞ
。
其
[
の
]
時
は
文
獻
通
老
に
、
兩
々
相
比
、
爲
1
之
比
姦
【
兩
兩
相
比
し
て
'
一
聖
爲
す
の
比
の
字
か
】
。
是
は
惡
さ
う
な
ぞ
。

經
史
の
小
で
下
要
を
の
せ
た
ぞ
。
史
は
史
漢
經
は
十
=
經
ぞ
。
百
家
は
末
々
の
家
々
の
書
な
ど
を
、
書
[
き
〕
の
せ
た
ぞ
。
一
々
に
は
不
載
^
載

せ
ず
】
。
十
が
四
五
を
と
り
て
の
す
る
ぞ
。
十
と
濁
[
る
]
ぞ
。
本
の
俗
劣
や
う
に
は
な
い
ほ
ど
に
、
知
[
り
]
よ
い
や
う
に
ょ
ま
う
ぞ
。
推
1

四
字
の
句
、
四
句
對
に
霄
[
い
]
た
ぞ
。
'
ー
に
は
何
と
あ
る
、
洗
口
に
は
な
に
と
あ
る
と
、
ひ
つ
き
つ
て
推
[
し
]
て
注
に
載
[
す
る
]
也
。

源
而
1
其
[
の
]
人
の
本
元
を
尋
[
ぬ
る
]
ぞ
。
又
暴
に
、
源
と
末
流
と
を
尋
〔
ね
]
て
傳
[
ヘ
]
し
ぞ
。
流
は
禦
H
、
尤
勺
、
説
文
水
行
也
<
云

云
>
。
又
求
也
。
詩
左
右
流
之
<
云
.
工
>
。
流
字
無
傳
之
義
、
注
若
何
流
傳
之
義
歎
。
油
會
云
、
 
X
流
傳
〔
談
會
は
惇
に
作
る
〕
也
、
『
談
會
は
尤
の
韻
、

説
文
に
水
の
行
な
り
と
<
云
云
>
。
又
求
な
り
。
詩
に
左
右
之
を
流
む
^
云
云
＼
ノ
と
。
流
の
字
、
傳
の
義
無
し
、
注
若
何
ぞ
流
傳
の
義
か
。
韻
會
に

(
注
1
)

<
兆
・
ご

云
ふ
、
又
流
傳
な
り
】
。
或
〔
ひ
と
]
云
ふ
、
八
字
は
易
の
語
ぢ
や
と
云
〔
ふ
]
が
、
ま
だ
不
見
【
見
ざ
る
】
ぞ
。

Ξ

- 29-



易
於
1
又
そ
ら
に
を
ぼ
え
や
す
い
ぞ
。
し
か
も
四
字
四
句
で
道
理
を
尋
[
ぬ
]
れ
ぱ
、
や
が
て
章
句
に
あ
ら
は
る
>
や
う
に
し
た
ぞ
。
訓
、
増
的
、

託
音
凹
楓
。
説
文
に
は
訥
也
。
徐
按
諸
經
往
背
文
日
調
、
所
傳
之
業
、
熟
復
不
已
也
。
章
句
、
大
典
臣
積
句
爲
章
、
積
章
爲
篇
、
積
篇
爲
巻

積
操
」
爲
部
也
戸
『
増
一
韻
、
音
に
託
す
る
を
楓
と
日
ふ
。
説
文
に
は
訥
な
り
。
徐
按
ず
る
に
諸
経
の
注
、
文
を
背
に
す
る
を
訓
と
日
ふ
。
傳
ふ
る
所
の
業
、

熟
し
て
復
た
已
ま
ざ
る
な
り
。
章
句
、
軍
の
注
に
、
句
を
積
み
下
草
を
爲
し
、
章
を
積
み
て
篇
を
爲
し
、
篇
を
積
み
て
巻
を
爲
し
、
巻
を
叉
て

(
注
b
〕

部
を
爲
な
す
】
。

3 :
.

、
、
ー1

分
段
に
つ
い
て
、
「
不
出
以
下
」
を
一
段
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
鷲
り
は
『
體
』
や
京
大
頭
"
栞
に
呈
永
求
序
届
、
△
Υ
系
会
土
>
祥
之
△
マ

会
支
早
句
会
マ
不
出
会
土
>
求
哉
」
と
記
す
よ
う
に
「
周
易
有
」
の
W
 
「
薹
条
哉
」
ま
で
で
あ
る
。
屑
邑
以
1
は
、
後
に
出
て
く
る
よ
う
に

上
1
ー
ノ

序
の
木
文
で
は
な
い
と
す
る
。

鄭
康
捻
玄
、
字
は
康
成
。
後
漢
の
鷲
子
者
。
一
瓢
な
ど
に
注
を
つ
け
る
。
「
比
猶
校
」
は
可
和
』
赤
一
県
伯
の
大
行
そ
の
他
R
に
見
え
る
。
成
の
字
を
袖

、
つ
べ
;
き
力
、
。

米
沢
木
察
求
抄
』
は
「
對
し
て
を
く
也
。
始
末
を
な
ら
べ
て
柱
す
る
ぞ
」
と
、
「
比
」
を
並
ベ
る
の
愆
に
と
っ
て
い
る
。
た
だ
「
是
は
悪
さ
う
な
ぞ
」
と
「
な

ら
べ
る
」
説
を
否
定
す
る
。

^
買
好
i
老
.
、
 
i
何
凾
十
Ⅱ
↓
ヒ
j
念
炉
可
重
玉
叩
。
"
又
劣
t
封
・
~
^
^
メ
七
チ
戈
」
^
季
更
、

名
基
臼
。
一
喪
教
那
玉
工
。
」
と
あ
る
。

『
聴
塵
』
に
「
源
を
た
づ
ね
、
末
の
流
を
も
と
む
」
と
し
、
米
沢
本
も
「
源
と
末
流
と
を
尋
て
傳
之
^
之
を
停
小
る
^
ぞ
」
と
す
る
。
一
方
京
大
本
は
「
た
づ
ね
」

「
も
と
む
」
と
読
み
を
振
っ
て
い
る
。
こ
こ
倫
は
京
大
本
と
同
意
で
、
他
の
三
轡
を
否
定
す
る
。
『
繋
旦
は
『
古
含
W
郎
直
で
、
そ
容
九
に
見
え
る
。
写
説

文
』
は
漢
の
許
楞
『
説
文
解
字
』
。
詩
は
国
風
周
南
関
雌
。

4 2
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5

米
沢
木
に
も
「
推
1
源
1
を
易
の
語
と
云
〔
ふ
]
は
非
[
な
る
]
乎
、
易
に
は
な
い
げ
な
ぞ
」
と
あ
る
。
易
の
文
と
す
る
の
が
誰
か
は
不
明
。

男
゛
』
は
毛
晃
の
『
増
修
1
礼
乱
謂
』
。
そ
の
巻
四
に
見
え
る
。
徐
は
徐
錯
、
そ
の
『
説
文
解
璽
侍
』
 
1
に
「
捌
而
也
、
曾
風
磐
。
臣
濳
按
洛
陛

注
、
背
文
日
誤
。
付
,
歪
」
と
あ
る
。

气
明
。
一
戸
y
二
、
^
馴
t
町
だ
上
告
^
句
に
は
一
「
ヅ
こ
人
ツ
~
立
一
^
因
{
子
而
ι
仁
句
、
于
!
1
句
Ⅱ
Ⅱ
成
寺
七
利
〔
・
一
,
十
m
i
成
篇
L
一
と
あ
る
。

6

不
出
1
Ξ
段
ぞ
。
此
[
の
]
三
巻
を
不
出
【
出
で
ず
】
し
て
天
下
の
事
を
知
[
る
]
ぞ
。
此
[
の
]
齊
に
て
天
下
の
こ
と
を
知
[
る
]
と
去
[
ふ
]

ま
で
は
、
事
過
〔
ぎ
]
た
ぞ
。
易
な
ど
に
は
似
合
[
ふ
]
た
ぞ
。
去
[
る
〕
ほ
ど
に
蒙
求
哉
烹
系
な
る
か
な
】
と
、
哉
の
字
を
、
い
て
、
*
系
で

あ
ろ
う
か
と
、
云
[
ふ
〕
が
筆
力
が
あ
る
ぞ
。
蒙
求
也
^
蒙
求
な
り
^
と
か
い
た
ら
ぱ
、
悪
か
ら
う
ぞ
。
不
出
巻
1
老
子
經
日
、
不
出
戸
、
知
天

下
【
老
子
誓
日
く
、
戸
を
出
で
ず
し
て
、
天
ド
を
知
る
】
と
あ
る
字
ぞ
。
七
字
四
字
、
不
出
巻
字
'
茶
一
篇
字
、
知
天
下
字
、
列
古
人
言
行

1
照
【
七
字
四
字
、
巻
を
出
で
ず
し
て
の
〔
子
は
、
蒙
求
、
一
篇
の
字
を
結
び
、
天
下
を
知
る
の
字
は
、
古
人
の
言
行
美
惡
を

列
ぬ
る
の
句
、
其
れ
蒙
求
な
る
か
な
の
字
は
、
回
照
す
】
。
刷
易
日
1
何
と
も
、
え
、
心
得
ぬ
こ
と
ぞ
。
注
で
あ
る
と
云
[
ふ
〕
義
あ
り
。
又
文
を
?
、

(
辻
3
)

け
て
、
此
[
の
]
序
の
内
に
、
祥
た
、
是
も
誤
〔
り
]
也
。
又
第
一
番
に
、
こ
の
周
易
に
云
〔
ふ
]
と
、
云
を
載
[
せ
]
た
本
あ
り
。
一
義
に
此

序
李
溝
自
製
則
李
子
謙
不
稱
眠
。
靴
然
下
文
有
徐
中
有
別
亊
可
者
壽
、
似
云
補
注
。
文
獻
通
老
く
 
N
蒙
求
、
陳
氏
税
亦
畑
此
。
箭
、

此
序
他
人
所
製
也
。
稱
公
子
者
、
自
他
人
稱
ウ
~
。
^
醐
語
疏
、
子
乃
男
子
通
稱
。
凡
有
徳
者
、
牛
吊
何
稱
子
^
此
の
序
は
李
瀚
自
ら
製
す
、
則
ち
李
子
は

謙
し
て
詠
を
稱
せ
ざ
る
か
。
然
り
と
難
ど
も
、
下
文
に
外
傳
の
中
に
別
事
の
記
す
可
き
者
有
ら
ば
の
語
有
る
は
、
補
注
を
云
ふ
に
似
た
り
。
文
獻
通

老
く
補
"
条
求
の
、
陳
氏
の
説
も
亦
此
く
の
如
し
。
然
ら
ぱ
則
ち
此
の
」
序
は
他
人
の
製
す
る
所
な
り
。
公
子
と
稱
す
る
は
、
他
人
よ
り
之
を
稱
す
。

論
需
に
、
子
は
乃
ち
男
子
の
器
、
と
。
凡
そ
徳
有
る
名
、
皆
子
と
稱
す
る
を
得
】
。

四

-3]ー



周
易
凹
1
零
子
、
別
本
無
草
。
或
作
麥
。
自
周
易
至
爾
云
、
爲
茶
本
序
、
其
語
鰄
。
此
序
中
零
以
其
文
砕
、
不
敢
誰
〔
冴
野
〕

傳
達
識
者
。
誠
知
六
誹
序
者
、
可
早
公
、
如
何
尋
、
別
唯
人
作
之
爲
本
序
者
、
第
一
可
然
歎
。
下
求
或
無
。
【
李
公
子
、
別
枩
の
字
無
し
。
或

は
李
公
に
作
る
。
周
易
よ
り
爾
云
に
至
る
ま
で
、
蒙
求
の
本
序
と
爲
す
、
其
の
義
野
る
か
。
此
の
序
の
中
、
李
公
其
の
文
の
碑
な
る
を
以
て
、
敢

一
心
し
く
達
識
者
に
傳
ヘ
ず
、
と
。
誠
に
知
る
、
李
瀚
の
序
は
、
李
公
と
言
ふ
可
け
ん
や
、
如
何
ぞ
父
ん
、
別
に
唯
人
の
之
を
作
り
て
本
序
と
爲

(
ヰ
3
)

す
は
、
第
一
然
る
可
き
か
。
下
求
む
る
も
或
は
無
し
】

魏
志
、
高
^
貝
叛
f
^
ム
、
甘
露
元
年
、
帝
^
古
星
貝
捌
ι
＼
<
)
幸
プ
く
駒
弌
問
i
音
儒
日
、
愛
連
山
商
有
罰
所
女
、
周
日
周
易
何
也
 
1
専
1
、
淳
一
十
俊
日
、

包
一
奇
燧
白
平
倫
、
而
制
八
卦
、
神
山
籍
爲
六
十
四
、
黄
謹
盃
舛
通
燕
气
三
代
隨
時
ご
賀
文
各
竪
ハ
事
。
故
戸
各
弓
也
。
名
日
連
山
、
似
山
出

内
気
、
連
天
地
也
。
齢
藏
者
、
萬
事
莫
不
歸
藏
於
中
。
誠
易
畢
、
復
命
講
尚
轡
禮
記
ノ
、
云
云
>
^
周
易
は
、
魏
志
に
、
高
貴
捌
公
、
甘
露
元
年
に
、

f
^
、
ご
.
プ
く
学
:
に
き
曾
き
し
、
而
者
儒
1
に
問
ひ
て
日
く
、
.
祈
久
に
は
連
山
、
商
に
は
歸
尻
髄
有
り
、
周
に
は
周
易
と
日
ふ
は
冷
寸
ぞ
や
、
と
陣
寸
二
淳

于
俊
日
く
、
包
¥
鷲
皇
の
圖
に
因
り
て
、
八
卦
を
制
し
、
杣
農
竺
て
六
寸
四
と
爲
し
、
黄
帝
妾
讐
の
締
欠
に
通
ず
。
三
代
時
に
隨
ひ
て
質
文
あ
り
、

各
ミ
其
の
事
に
緜
る
。
故
に
易
と
蕪
欠
易
な
り
。
名
づ
け
て
連
山
と
日
ふ
は
、
山
の
内
気
を
出
だ
し
、
天
地
に
述
な
る
に
似
た
り
。
戸
織
と
は
、
萬

<
住
6
〕

事
中
に
中
織
せ
ざ
る
莫
し
、
と
。
易
を
誠
じ
畢
り
、
復
た
尚
吉
叫
ル
を
講
ぜ
し
む
<
云
デ
ご
と
】
。
周
易
正
義
日
、
然
重
卦
之
人
、
諸
儒
不
同
。

凡
有
四
説
。
王
輔
嗣
等
、
以
爲
伏
義
重
卦
。
鄭
玄
之
徒
、
以
希
農
重
卦
。
孫
底
以
爲
夏
禹
重
割
、
史
診
、
以
爲
文
王
重
圭
【
周
易
正
義
に
日
く
、

然
し
て
重
卦
の
人
、
諸
儒
同
じ
か
ら
ず
。
凡
そ
四
野
り
。
王
輔
嗣
ら
は
、
以
て
伏
義
卦
を
重
ぬ
と
爲
し
。
型
厶
稔
は
、
以
て
袖
農
圭
を
重
ぬ
と

(
 
1
主
7
)

爲
し
、
孫
盛
は
以
て
夏
禹
卦
を
重
ぬ
と
爲
し
、
史
遷
ら
は
、
以
て
文
王
卦
を
重
ぬ
と
爲
す
】
。

(
辻
8
)

周
易
云
1
童
と
清
ぞ
、
轡
で
は
よ
ま
ぬ
ぞ
。
明
[
か
]
に
な
り
た
い
と
求
[
む
る
]
ぞ
。
会
一
子
は
李
華
が
こ
と
ぞ
。
唐
の
代
は
李
氏
ぢ
や
ほ
ど

に
、
御
一
族
ぢ
や
ほ
ど
に
、
挙
飢
し
て
公
子
と
云
[
ふ
]
ぞ
。
此
[
の
]
券
時
は
、
柿
注
の
序
か
、
補
牙
序
か
な
ぞ
て
あ
る
べ
き
ぞ
。
唐
の
代

ん
だ
で
候
ぞ
。
弓
妥
の
^
日
力
ゞ
有
 
r
「
る
L
]
ほ
ど
に
そ
、
。
 
1
文
:
砕
砕
で
^
国
の
中
を
ぬ
き
叫
又
た
ほ
ど
に
、
い
ろ
は
の
様
な
そ
、
。
ヨ
ミ
 
r
「
る
」
"
ほ

ど
に
、
物
知
[
り
]
の
用
に
は
せ
ぬ
ぞ
。
去
れ
ど
も
、
づ
ん
と
孫
1
 
干
要
は
只
童
に
教
[
ふ
]
る
ぞ
。
因
之
【
之
に
因
り
て
】
名
付
[
け
]
た
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ぞ
。
題
す
と
は
、
題
は
額
で
、
ひ
た
い
ぞ
。
ち
や
つ
と
見
ゆ
る
ぞ
。
毎
行
1
是
は
き
こ
へ
た
ぞ
。
二
人
の
名
が
あ
る
ぞ
。
外
傳
1
別
事
と
し
を
清

ぞ
。
俗
書
の
習
ぞ
。
古
注
の
外
に
、
補
注
に
は
別
の
宜
[
き
]
こ
と
を
補
い
入
[
れ
]
た
ぞ
。
靴
不
1
博
も
す
む
そ
。
古
注
の
や
う
に
配
分
し
て
、

よ
く
對
し
て
は
せ
ね
ど
も
、
博
を
の
せ
て
上
の
文
に
あ
わ
ね
ど
も
、
學
文
の
助
に
な
る
や
う
に
し
た
ぞ
。
切
的
と
は
別
の
事
を
も
の
せ
た
ぞ
0
 
上
の

文
と
は
、
王
戎
簡
と
云
、
簡
1
の
字
に
ぞ
、
王
戎
に
は
付
は
つ
か
ぬ
ぞ
。
切
勿
と
は
東
文
字
の
中
で
か
へ
す
を
、
切
勺
と
云
ぞ
。
一
義
に
字
を
わ
け

て
反
す
を
云
[
ふ
]
ぞ
。
藏
怪
の
中
に
黙
字
き
条
切
と
し
た
ぞ
。
音
は
ち
や
の
音
ぞ
。
さ
の
音
も
有
ベ
き
ぞ
。
是
は
悪
[
い
]
ぞ
。
さ
う
す
れ
ぱ

(
注
川
)

必
し
も
合
ぬ
ほ
ど
に
ぞ
。
起
毎
1
東
文
字
か
ら
起
[
こ
し
]
て
、
こ
と
ご
と
く
あ
る
ほ
ど
に
云
ぞ
。
五
百
八
十
人
ぞ
。
蒙
求
と
云
ヘ
ば
、
初
心
な
れ

ど
も
、
史
漢
と
云
ヘ
ば
、
こ
と
な
い
重
寶
ぢ
や
ぞ
。

4 1

『
聴
塵
』
に
は
裂
求
也
な
ど
、
か
、
ず
し
て
、
蒙
求
哉
と
か
け
る
が
、
筆
力
な
る
べ
し
」
と
記
す
。

一
老
子
』
第
四
十
七
章
。

京
大
本
で
は
、
改
行
の
後
「
周
易
日
有
烹
尓
求
我
之
義
」
と
「
日
」
が
有
る
。

『
文
艦
考
』
は
以
下
の
通
り
。
「
補
注
茶
八
巻
陳
氏
日
、
徐
子
張
。
以
李
鞠
永
求
句
爲
之
注
。
本
句
之
外
、
兼
及
共
他
企
。
」
璽
叩
正
義
』
に
は
「
子

者
男
子
之
器
」
「
子
者
男
子
有
竺
器
也
」
(
儒
)
と
見
え
る
。

周
易
以
下
の
剖
分
に
つ
ぃ
て
は
、
小
槻
家
哩
街
立
故
{
昆
物
院
蔵
古
抄
本
、
そ
れ
を
臨
模
し
た
書
陵
部
蔵
本
、
な
ら
び
に
東
洋
文
庫
蔵
云
教
家
筆
票
題
本
な

ど
は
ヌ
家
求
本
序
'
系
李
瀚
撰
并
注
」
と
記
し
て
お
り
、
李
瀚
の
自
序
と
す
る
の
が
妥
当
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
で
も
問
樫
残
る
0
 
次

節
に
も
あ
る
と
お
り
、
「
李
公
子
」
「
李
公
」
と
自
称
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
り
、
先
の
三
本
は
「
李
子
」
と
記
し
、
自
称
と
す
る
。
維
か
に
子
は
男
子
の
通
称

で
は
あ
る
が
、
自
ら
子
と
称
す
る
こ
と
は
無
い
。
あ
く
ま
で
他
人
が
呼
ぶ
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
を
李
瀚
の
自
序
と
す
る
こ
と
に
は
た
め
ら
い
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
第
三
者
の
序
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
い
っ
て
李
華
と
も
考
え
に
く
い
。
「
#
条
哉
」
は
結
尾
表
現
と
見
る
の
が
よ
く
、
李
華
の

23 1王
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序
は
こ
こ
ま
で
で
あ
る
と
す
る
説
は
有
力
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『
聴
塵
』
や
本
書
は
こ
の
部
分
を
、
後
に
見
る
よ
う
に
「
袖
注
の
序
か
、
袖
注
の
序
か
な
ぞ
」
つ
て
あ
る
と
す
る
。

京
大
本
に
見
え
る
。
た
だ
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
。
「
或
作
李
公
」
無
し
。
「
不
敢
輕
傳
一
議
者
」
の
「
輕
傳
」
二
字
無
し
。
「
可
言
李
公
」
は
最
扣
に
「
哉
」

が
あ
る
。
「
如
何
尋
」
は
「
如
何
1
」
に
作
る
。
な
お
「
.
爾
云
」
は
宣
祭
元
と
し
た
も
の
に
ょ
る
。
こ
の
序
の
最
期
の
注
を
参
照
。

京
大
本
に
見
え
る
の
に
同
じ
。
た
だ
、
「
夏
有
連
山
」
に
作
る
。
『
Ξ
国
志
』
巻
四
「
高
貴
捌
公
伝
」
に
は
更
に
前
後
が
あ
る
。
こ
の
一
段
は
古
活
字
オ
の
作
成
畔

に
、
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
か
。

『
周
易
正
義
』
序
、
第
需
重
卦
之
人
に
あ
る
。
京
大
本
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。
'
嗣
は
王
弼
。
魏
の
学
者
、
輔
嗣
は
字
。
『
正
義
』
の
注
は
彼
の
も
の
で
あ

る
。
孫
盛
は
晋
の
孫
盛
、
字
は
安
国
の
こ
と
か
。
史
穫
司
馬
遷
を
指
す
。

李
華
は
李
瀚
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
『
聴
塵
』
に
は
「
交
一
子
は
李
W
」
と
あ
る
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
官
匝
貝
系
の
弐
条
抄
は
、
周
易
以
下
を
補
注
の
序
と
考
え
て
い
る
。
一
聴
塵
』
で
は
、
、
「
此
袖
注
に
は
古
汪
の
夕
に
夕
傳
の
Ⅱ
ヘ
弓
載
て
、

宜
き
事
あ
る
を
ぱ
、
加
て
注
す
る
也
。
別
事
を
し
る
し
加
て
、
古
注
を
補
入
ほ
ど
に
、
補
注
と
云
也
。
此
易
日
以
下
、
何
人
四
任
と
も
知
ら
ず
。
外
傭
中
有
別
乎

可
記
者
、
亦
此
附
敍
と
云
。
此
文
の
體
は
、
補
注
の
方
を
云
と
見
た
り
。
袖
注
に
は
別
事
を
多
く
し
る
す
。
古
注
に
は
し
る
さ
ゞ
る
ほ
ど
に
、
こ
れ
は
補
注
の
耶

を
云
も
の
也
。
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
部
分
、
切
韻
を
い
わ
ゆ
る
反
切
翌
味
で
説
明
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
可
観
』
は
陪
の
陸
法
言
が
ま
と
め
た
N
臼
で
、
琴
永
求
』
は
八
句
四
韻
を
一
觧
と

し
、
初
め
の
八
句
は
清
通
、
非
熊
、
易
束
、
公
忠
と
東
文
字
で
代
表
さ
れ
る
誠
を
踏
ん
で
い
る
。
更
に
平
誤
と
灰
韻
と
で
交
互
に
舘
を
踏
ん
で
お
り
、
四
子
紀
開
』

で
「
以
平
盆
上
去
入
相
冏
」
と
い
う
の
も
そ
れ
を
指
し
て
い
る
。

現
行
の
袖
条
求
は
「
従
切
韻
東
字
起
毎
韻
四
字
、
凡
五
百
九
十
六
句
云
爾
」
に
作
る
。
と
こ
ろ
が
こ
こ
で
、
「
五
百
八
十
人
ぞ
と
」
と
言
う
。
京
火
本
は
袖

一
砥
求
で
あ
る
が
、
十
号
条
系
と
同
じ
く
、
そ
の
最
期
は
「
凡
五
百
九
十
八
人
爾
云
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
そ
れ
に
従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
五
百

八
十
人
と
し
た
の
は
、
一
句
で
二
人
を
言
っ
た
も
の
、
例
え
ば
「
陳
雷
襟
」
や
「
岳
溢
壁
」
、
一
人
に
人
物
か
数
回
出
て
く
る
、
例
え
ば
曹
槌
は
二
回
、
諸

56789Ⅱ W
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背
呉
と
陶
淵
明
は
そ
れ
ぞ
れ
三
回
、
そ
れ
ら
を
数
え
な
お
し
て
、
概
数
を
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

薦
蒙
求
表

臣
良
言
、
臣
鼎
官
擇
賢
、
其
來
有
素
。
抗
表
薦
士
、
M
釜
1
。
爰
由
宗
周
逮
焚
淡
、
競
徴
釜
<
、
咸
重
儒
術
。
翁
見
臣
境
内
寄
主
客
、
前

信
州
司
馬
会
ノ
軍
李
瀚
、
叢
一
淹
通
、
理
識
精
究
、
撰
古
人
状
跡
、
編
成
音
競
マ
野
類
亊
、
無
非
血
韓
貝
。
名
日
蒙
求
。
約
三
千
言
0
 
注
下
轉
司
敷

演
、
向
萬
餘
事
。
瀚
家
旧
ル
童
三
數
歳
者
、
皆
善
調
訥
、
談
古
策
事
、
無
減
鴻
儒
、
不
烹
醸
知
、
、
謂
疑
杣
遇
。
祠
封
員
外
郎
李
華
、
唐
弌
文
宗
、
名

望
夙
著
。
典
作
序
云
、
不
出
巻
而
知
天
下
、
豈
基
条
哉
。
一
断
王
子
淵
、
刊
澗
篤
賦
、
漢
帝
畳
ハ
文
、
令
宮
人
訥
習
。
近
代
周
興
嗣
、
撰
千
字
文
、

亦
頒
行
天
下
。
豈
若
蒙
求
哉
。
錯
"
籍
史
、
隨
便
訓
釋
、
童
子
則
固
多
弘
益
、
老
成
亦
認
見
起
予
。
臣
屬
添
宗
枝
、
職
備
藩
粁
、
毎
廣
聽
遠
見
、
採

異
訪
奇
、
未
嘗
遺
一
才
。
蔽
片
善
、
有
可
頸
録
。
不
敢
不
具
状
聞
奏
。
基
下
察
臣
丹
誠
、
廣
達
四
聰
之
美
令
瀚
高
ア
開
釜
口
之
門
。
伏
願
凹
1
 
一

職
、
微
一
砺
誠
。
臣
良
誠
惇
墜
心
、
頓
首
聾
西
。
天
寶
五
年
、
八
月
一
日
、
饒
川
刺
史
李
良
上
表
。

鷹
永
求
表

薦
、
胤
、
纏
人
一
条
之
事
、
匡
、
未
食
未
飲
日
薦
、
既
食
既
飲
日
荒
。
穀
.
災
年
<
注
>
、
無
牲
而
祭
日
薦
、
々
而
加
牲
日
祭
0
 
或
杢
工
、

薦
進
也
、
献
也
、
陳
也
、
草
也
【
薦
は
、
周
禮
、
鰹
人
の
薦
着
の
事
の
注
に
、
未
だ
食
は
ず
未
だ
飲
ま
さ
る
を
薦
と
日
ひ
、
既
に
食
ひ
既
に
飲
む
を

差
と
日
ふ
、
と
。
鄭
業
八
年
往
に
、
牲
無
く
し
て
祭
る
を
薦
と
日
ひ
、
薦
し
て
牲
を
加
ふ
る
を
祭
と
日
ふ
、
と
。
或
本
に
云
ふ
、
薦
は
進
な
り
、
獻

(
注
1
)

な
り
、
陳
な
り
、
草
な
り
、
と
】
。
表
は
儲
と
注
し
て
、
其
[
の
]
冴
心
は
、
あ
ら
は
す
ぞ
。
木
の
梢
の
ぬ
け
で
た
體
ぞ
。
物
の
ず
ぬ
け
て
み

ゆ
る
處
を
云
〔
ふ
]
ぞ
。
下
か
ら
物
を
か
い
遍
る
を
云
[
ふ
]
ぞ
。
文
選
三
十
七
、
善
日
、
表
者
、
明
也
、
標
也
。
如
物
之
標
表
也
0
一
一
足
著

五
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事
序
、
使
之
明
白
、
以
曉
主
上
、
得
盡
此
<
忠
、
日
表
。
三
王
已
前
、
謂
之
敷
奏
。
故
尚
書
云
、
敷
奏
以
言
、
是
也
。
金
舛
典
第
二
>
至
秦
并
天
下
、

改
爲
表
0
 
總
有
四
口
叩
。
一
日
章
謝
恩
日
章
。
二
日
表
、
陣
事
日
表
。
三
日
奏
、
劾
驗
政
事
日
奏
。
四
日
駁
、
惟
覆
平
論
有
異
事
進
之
日
駁
六
國

及
秦
漢
、
兼
謂
之
上
書
、
行
此
五
事
。
至
漢
魏
已
來
、
都
日
表
。
進
之
天
子
稱
表
、
進
諸
侯
稱
上
疏
。
魏
已
前
、
天
子
亦
得
上
疏
【
文
選
三
十
七
に
、

善
日
く
、
表
と
は
明
な
り
、
標
な
り
。
物
の
標
表
の
如
き
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
事
序
を
標
著
し
て
、
之
を
明
白
な
ら
し
め
、
以
て
主
上
に
陣
か
に

し
て
、
其
の
忠
を
盡
く
す
る
を
得
を
、
表
と
日
ふ
。
Ξ
王
已
前
、
之
を
敷
奏
と
謂
ふ
。
故
に
尚
書
に
云
ふ
、
敷
奏
し
て
以
て
言
ふ
と
、
是
れ
な
り
。

秦
の
天
下
を
并
す
る
に
至
り
て
、
改
め
て
表
と
爲
す
。
總
て
四
品
有
り
。
一
に
日
く
章
、
恩
を
謝
す
る
を
章
と
日
ふ
。
二
に
日
く
表
、
事
を
陣
ぶ
る

を
表
と
日
ふ
。
三
に
日
く
奏
政
事
を
劾
驗
す
る
を
奏
と
日
ふ
。
四
に
日
く
駁
、
平
論
を
惟
覆
し
、
異
事
有
れ
ば
之
を
進
む
る
を
駁
と
日
ふ
六
國

及
び
秦
誓
、
兼
ね
て
之
を
上
書
と
謂
ひ
、
此
の
五
事
行
は
る
。
漢
魏
に
至
り
て
ょ
り
已
來
、
都
て
表
と
日
ふ
。
之
を
天
子
に
進
む
る
を
表
と
稱
し
、

諸
侯
に
進
む
る
を
上
疏
と
稱
す
。
魏
已
前
は
、
天
子
も
亦
上
疏
を
得
^
。

臣
良
1
五
段
ぞ
。
又
小
段
あ
り
。
臣
聞
<
大
段
>
、
爰
自
<
小
段
>
、
翁
見
<
大
段
>
、
瀚
家
<
小
段
>
、
司
封
<
大
段
>
、
漢
朝
<
小
段
>
、
錯

竺
小
段
分
[
か
た
]
る
も
あ
り
、
不
分
穴
刀
か
た
ざ
る
】
も
有
[
る
]
ぞ
>
、
臣
,
大
段
>
、
陛
下
<
大
段
>
、
伏
願
<
小
段
>
。
臣
聞
1
二
[
つ
]

の
臣
の
字
、
文
の
一
體
也
。
先
づ
惣
論
ぞ
。
是
も
古
注
の
表
ぞ
。
李
禦
こ
し
ら
へ
て
を
い
て
、
子
ど
も
な
ど
に
教
ふ
用
に
し
た
ぞ
。
李
良
が
天
子

ヘ
奉
る
表
ぞ
。
臣
聞
と
云
は
、
私
が
う
け
た
ま
は
り
候
は
と
、
李
良
が
申
[
す
]
ぞ
。
何
と
云
[
ふ
]
官
に
は
誰
を
置
[
く
]
ぞ
と
、
賢
人
を
撰
[
ら

む
〕
こ
と
は
、
昔
か
ら
有
[
る
]
こ
と
ぞ
。
兵
の
方
を
心
得
た
者
に
は
、
兵
部
の
官
を
さ
づ
け
、
禮
を
知
る
者
を
縛
部
に
を
く
也
。
有
素
【
素
有

り
】
は
、
そ
れ
は
も
と
よ
り
由
緒
あ
る
こ
と
也
。
抗
表
1
夷
中
に
器
用
な
者
が
あ
れ
ど
も
、
天
子
は
ど
こ
に
器
用
な
者
か
あ
る
と
云
こ
と
を
御
存

知
な
い
ぞ
、
ほ
ど
に
、
そ
れ
を
こ
な
た
か
ら
表
を
た
て
ま
つ
て
申
し
上
る
ぞ
。
文
選
三
有
孔
文
擧
篇
〔
禰
の
誤
り
〕
衡
表
【
文
竺
に
、
孔
文
擧

の
禰
衡
を
薦
む
る
の
表
有
り
】
。
こ
の
や
う
に
、
あ
る
を
す
、
む
る
義
也
。
可
稱
【
稱
す
べ
し
】
と
は
、
可
稱
揚
也
【
稱
揚
す
べ
き
な
り
】
。

爰
自
1
小
段
。
宗
周
は
周
を
貴
ぶ
ぞ
。
又
は
地
の
名
ぞ
。
炎
漢
は
火
徳
ぞ
、
炎
劉
と
も
云
[
ふ
〕
ぞ
。
劉
は
氏
也
。
漢
を
云
[
ふ
]
。
天
下
を

[
つ
]
に
、
五
行
を
次
[
ど
づ
る
ぞ
。
周
は
木
徳
也
。
去
[
る
]
程
に
蒼
姫
と
云
[
ふ
]
ぞ
。
秦
は
閏
位
と
て
、
五
行
に
不
入
【
入
れ
ず
】
。

イ
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故
に
周
よ
り
漢
ヘ
、
木
火
と
つ
い
づ
る
ぞ
。
茂
は
茂
才
、
つ
と
し
げ
つ
た
'
~
ぞ
。
異
は
人
に
か
わ
つ
た
、
す
ぐ
れ
た
瓢
~
ぞ
。
此
[
の
]
や
う
な

も
の
を
め
す
ぞ
。
周
か
ら
漢
ま
で
、
か
う
あ
つ
た
ぞ
。
.
畏
武
帝
紀
去
、
詔
日
、
其
令
州
郡
、
察
吏
民
有
茂
村
〔
材
の
誤
り
〕
異
等
、
可
需
相

及
使
絶
國
者
【
前
饗
帝
紀
に
云
ふ
、
詔
し
て
日
く
、
其
れ
州
郡
を
し
て
C
祭
吏
民
の
茂
材
異
等
有
り
て
、
將
相
及
び
絶
國
に
使
す
る
者
爲
る
べ
き

を
察
せ
し
む
、
と
】
。
儒
、
孟
子
句
解
云
、
儒
煮
笹
。
言
明
王
行
儒
道
、
需
潤
天
下
民
俗
也
。
【
儒
は
、
孟
子
句
解
に
云
ふ
、
儒
は
誓
り
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
明
王
儒
道
を
行
ひ
て
、
天
下
の
民
俗
壽
綱
す
る
な
り
^
。

1

(
庄
1
)

京
大
本
に
も
同
文
が
あ
る
。
『
周
礼
一
一
峯
摸
人
、
「
凡
祭
祀
、
共
其
一
器
荒
之
資
」
の
鄭
注
に
コ
鹿
差
、
皆
進
也
。
未
食
未
飲
日
鳶
、
凱
食
既
飲
日
差
。
」
ま
た
『
春

於
穫
』
桓
公
八
年
、
「
八
年
、
春
、
正
打
、
己
卯
、
蒸
す
」
の
池
県
に
「
鉦
製
尓
日
薦
、
薦
而
加
牲
日
祭
」
と
あ
る
。

『
文
選
』
巻
三
十
七
、
「
空
」
の
鳶
叩
注
。
京
大
本
は
 
7
黎
器
三
十
七
表
上
六
喜
日
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
米
沢
木
に
は
、
養
按
と
し
て
、
こ

の
部
分
が
あ
る
。

京
大
木
に
、
「
文
選
第
二
」
と
記
す
。
『
文
選
』
き
十
七
に
あ
る
。
あ
る
い
は
 
7
父
選
一
こ
 
R
り
か
。

前
漢
末
の
劉
向
・
劉
歌
ら
の
五
行
相
生
説
に
ょ
る
。

『
洗
旦
武
帝
紀
、
元
封
五
年
の
条
に
見
え
る
。
『
孟
子
句
解
』
は
不
明
。
と
も
に
京
大
本
に
記
さ
れ
て
い
る
。

2345

"
く

衡
見
1
二
段
ぞ
。
李
良
が
境
内
に
客
と
し
て
あ
る
、
柄
の
司
馬
会
ノ
軍
の
官
に
な
つ
た
李
瀚
と
云
[
ふ
]
者
が
あ
る
也
。
淹
は
大
也
。
又
は

(
注
1
〕

深
也
。
通
は
達
也
。
理
を
委
[
し
]
く
き
わ
め
た
者
ぞ
。
曾
し
ら
げ
た
る
米
の
如
し
、
く
わ
し
き
こ
と
也
。
撰
1
古
人
の
行
迹
を
え
ら
ん
で

γ王
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す
る
ぞ
。
屬
對
1
屬
、
勺
會
沃
句
。
説
文
連
也
杁
尾
劉
聲
。
徐
貝
屬
相
連
績
、
若
尾
之
在
體
、
故
杁
尾
。
廣
韻
、
付
也
、
託
也
、
足
也
、

會
也
<
云
云
>
。
又
馨
賣
誼
傳
、
屬
文
注
、
師
古
日
、
儒
馨
之
也
。
又
詩
羔
羊
注
、
屬
著
也
会
云
>
【
屬
、
韻
會
沃
の
韻
。
説
文
に
、
連

な
り
、
尾
に
杁
ひ
て
罰
の
聲
、
と
。
徐
日
く
、
屬
は
相
連
續
す
る
こ
と
、
尾
の
體
に
在
る
が
若
し
、
故
に
尾
に
杁
ふ
、
と
。
廣
詣
に
、
付
な
り
、

モ

な
り
、
足
な
り
、
會
な
り
<
云
去
>
と
。
又
漢
書
買
張
に
、
文
を
屬
す
の
注
に
、
師
古
日
く
、
屬
は
之
を
馨
す
る
を
謂
ふ
な
り
、
と
。
又
詩
羔

(
注
3

羊
の
注
に
、
屬
は
著
な
り
<
云
云
>
と
】
。
類
事
は
、
似
た
こ
と
を
一
所
に
あ
つ
め
た
ぞ
。
王
戎
1
裴
1
と
似
た
こ
と
を
對
的
に
か
い
た
ぞ
。
典

1
典
釣
會
銑
句
、
常
也
。
廣
句
、
經
也
、
注
[
法
の
誤
り
]
也
<
云
云
>
【
典
は
、
韻
會
に
銑
の
韻
、
常
な
り
、
と
。
廣
韻
に
、
經
な
り
、
法
な

り
<
云
一
五
と
】
。
こ
と
ぐ
く
法
度
に
な
ら
ず
と
云
こ
と
は
な
い
ぞ
。
約
Ξ
千
1
三
千
四
百
八
字
あ
る
と
や
ら
ん
云
[
ふ
]
が
、
數
ヘ
て
み
ぬ
ほ

(
注
3
)

ど
に
し
ら
ぬ
ぞ
。
÷
は
滿
數
を
擧
[
げ
]
た
そ
。
 
N
重
[
な
]
る
こ
と
ぞ
。
是
を
敷
演
し
て
注
を
し
た
ほ
ど
に
、
萬
餘
言
に
な
つ
た
ぞ
。
毛

詩
正
義
第
ご
工
、
句
則
古
者
謂
〔
之
爲
句
の
三
字
缺
〕
、
論
語
壽
三
頁
一
言
以
蔽
ウ
~
、
日
温
邪
。
則
以
思
無
邪
一
句
爲
工
弓
左
氏
日
、
臣

の
業
、
在
揚
之
水
卒
章
之
四
言
。
謂
第
四
句
、
不
敢
以
告
人
也
。
及
趙
簡
子
稱
子
大
叔
遺
我
以
九
言
、
皆
以
一
句
爲
言
也
。
秦
漢
以
来
、
衆
儒
各
爲

訓
詰
、
乃
有
句
稱
【
毛
詩
正
義
第
一
に
云
ふ
、
句
は
則
ち
古
ヘ
之
を
謂
ひ
て
句
と
爲
す
、
需
に
云
ふ
、
詩
三
百
、
一
言
以
て
之
を
蔽
ヘ
ば
、
凹
く

思
ひ
邪
無
し
、
と
。
則
ち
思
無
邪
の
一
句
を
以
て
一
言
と
爲
す
。
左
氏
に
日
く
、
臣
の
業
は
、
揚
之
水
卒
章
の
四
言
に
在
り
、
と
。
第
四
句
の
、
敢

て
以
て
人
に
告
げ
、
ざ
る
な
り
を
謂
ふ
。
及
び
趙
簡
子
、
子
大
叔
我
に
遺
す
に
九
言
を
以
て
す
と
稱
す
る
も
、
皆
一
句
を
以
て
言
と
爲
す
。
夫
禾
漢
以
来
、

(
注
ι

裕
各
ミ
訓
詰
を
爲
り
、
乃
ち
句
の
稱
有
り
、
と
】
。
又
按
困
學
記
聞
云
、
古
以
一
句
爲
ご
言
。
左
氏
傳
子
大
叔
九
言
、
需
一
言
蔽
之
、
日
思
無
邪
。

秦
漢
已
来
、
乃
有
句
稱
。
今
以
一
字
爲
ご
言
、
如
五
言
六
言
七
言
詩
之
類
、
非
也
【
按
ず
る
に
困
學
記
聞
に
云
ふ
、
古
ヘ
一
句
を
以
て
ご
吾
と
爲
す
。

左
氏
傳
の
子
大
叔
の
九
言
、
翰
如
の
一
言
之
を
蔽
ヘ
ば
、
日
く
思
ひ
邪
無
し
、
と
。
秦
漢
已
来
、
乃
ち
句
の
稱
有
り
。
今
一
字
を
以
て
ご
言
と
爲
す
、

(
注
5
〕

五
言
六
言
七
言
詩
の
類
の
如
き
、
非
な
り
】
。
又
云
、
陸
務
観
云
、
一
言
可
以
終
身
行
之
者
、
其
恕
乎
。
此
聖
門
一
字
之
銘
也
。
放
翁
亦
豈
非
一
字

爲
一
言
之
邪
。
或
云
、
白
楽
天
琵
琶
行
自
叙
云
、
凡
六
百
二
士
喜
口
、
命
田
琵
琶
行
<
云
云
>
。
東
披
五
百
言
、
此
以
工
子
爲
一
一
冒
者
也
【
又
云
ふ
、

陸
務
観
云
ふ
、
一
言
以
て
終
身
之
を
行
ふ
可
き
者
は
、
其
れ
恕
か
と
。
此
れ
聖
門
一
{
子
の
銘
な
り
、
と
。
放
翁
も
亦
豈
に
斈
も
て
ご
言
と
爲
す
に
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非
ず
や
。
或
ひ
と
云
く
、
白
楽
天
が
琵
琶
行
の
自
叙
に
云
ふ
、
凡
そ
六
百
二
十
一
三
昔
、
命
づ
け
て
琵
琶
行
と
日
ふ
と
<
云
云
>
。
東
披
五
百
言
、
此

れ
工
子
を
以
て
ご
吾
と
爲
す
者
な
り
^
。

瀚
家
1
小
段
ぞ
。
瀚
奈
ぞ
。
児
1
も
が
、
三
四
歳
な
物
も
、
皆
よ
く
よ
む
ぞ
。
本
を
背
け
、
そ
ら
に
ょ
む
ぞ
。
訥
と
云
[
ふ
]
そ
。
本
で
ょ

む
を
護
と
云
[
ふ
]
ぞ
。
胤
、
器
磊
、
鄭
玄
注
日
、
背
文
日
調
、
"
節
之
日
訥
【
周
禮
の
需
嘉
に
、
鄭
玄
の
注
に
日
ふ
、
文
を
背
く

を
調
と
日
ひ
、
聲
を
以
て
之
を
節
す
る
を
訥
と
日
ふ
、
と
^
。
談
古
1
童
歎
【
童
か
】
と
思
ヘ
ば
、
昔
も
か
う
ぢ
や
ほ
ど
に
、
古
事
を
引
[
く
]
が
、

鴻
儒
に
も
、
ち
と
も
を
と
ら
ぬ
ぞ
。
鴻
は
大
也
、
大
儒
と
添
[
ふ
]
心
ぞ
。
此
[
の
〕
蒙
求
を
知
〔
ら
〕
ぬ
者
は
、
神
の
乘
り
移
歎
【
移
り
た
る
か
】

と
云
[
ふ
]
て
疑
ふ
ぞ
。
子
細
に
尋
[
ぬ
〕
れ
ぱ
、
此
[
の
]
一
条
に
ょ
つ
て
也
。
談
古
1
一
本
に
は
該
古
と
な
す
ぞ
。
故
事
を
談
じ
て
事
を
は

か
る
ぞ
。

司
封
1
三
段
ぞ
。
司
封
の
官
に
な
つ
た
李
華
は
、
當
代
の
儒
者
の
宗
領
ぞ
。
名
あ
り
、
人
の
望
も
あ
る
ほ
ど
に
ご
序
を
作
た
ぞ
。
底
心
は
良
も

李
氏
ぢ
や
ほ
ど
に
、
我
[
が
]
同
名
系
領
ぢ
や
が
と
云
〔
ふ
]
心
ぞ
。
面
内
[
い
]
ぞ
。
序
尋
[
き
]
票
干
要
ぞ
。
李
華
が
序
を
書
[
ど

た
に
ょ
つ
て
、
重
寶
ぢ
や
と
人
が
知
[
る
]
ぞ
。
是
に
依
て
天
子
も
御
~
あ
ら
う
ほ
ど
に
、
書
が
を
も
ふ
な
つ
た
ぞ
。
不
出
1
前
[
に
]
申
[
し
]

た
、
不
出
1
語
が
名
言
ぞ
。

(
注
1
)
京
大
本
に
「
淹
留
也
、
久
也
、
、
奮
、
大
也
、
通
述
也
」
と
あ
る
。

(
注
2
)
『
説
文
解
字
』
巻
八
儒
に
「
屬
、
連
也
。
杁
儒
聲
。
之
欲
切
」
と
あ
る
。
徐
竺
説
文
解
・
璽
縛
』
に
「
屬
、
相
迎
續
、
若
尾
之
在
體
。
故
杁
尾
。
」
『
漢

書
』
巻
四
十
八
一
詮
慱
に
「
年
十
八
、
以
能
訥
兼
燭
文
、
稱
於
郡
中
」
と
あ
り
、
そ
の
顔
"
口
注
に
「
屬
、
印
鞍
輯
之
也
。
一
豆
ハ
能
爲
文
也
。
騨
甲
Z
欲
反
。
」

ま
た
『
黒
』
羔
羊
の
注
で
は
な
く
、
部
風
「
需
」
の
卒
券
「
ナ
霖
祝
之
」
に
つ
い
て
、
鄭
隻
は
「
祝
Ⅷ
え
嬬
、
屬
著
也
。
」
と
あ
る
。

(
注
3
)
『
體
』
は
「
三
千
四
百
八
字
也
。
全
き
数
を
擧
て
、
三
舌
と
云
。
」
と
あ
り
、
契
木
も
「
三
千
四
百
八
字
也
」
と
馨
き
入
れ
が
あ
り
、
こ
こ
の
「
數

へ
て
み
ぬ
ほ
ど
に
し
ら
ぬ
ぞ
」
は
別
人
の
言
の
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
「
約
三
舌
」
と
蛙
茶
の
文
字
数
を
い
っ
て
い
る
雰
だ
が
、
一
茶
は
五
九
六
句
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二
三
八
四
字
で
あ
る
。
そ
の
差
、
-
 
0
二
四
字
が
不
明
で
あ
る
。

⇔
征
4
)
関
雌
の
「
關
碓
五
章
、
章
四
句
。
故
言
三
雫
豆
旻
章
四
句
、
一
豆
昊
章
八
句
」
の
正
義
の
文
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
一
句
且
の
「
句
則
古
者
謂
之
爲
句
」

の
末
三
文
字
を
欠
く
た
め
に
、
意
味
が
通
じ
な
い
。
な
お
、
ヌ
置
は
為
政
篇
、
『
春
秋
左
氏
伝
』
は
「
揚
之
水
卒
章
」
は
定
公
十
年
、
「
大
叔
遺
我
以
九
言
」

は
定
公
四
年
の
伝
で
あ
る
。

(
注
5
)
『
困
学
紀
聞
』
巻
六
、
左
氏
の
「
子
太
大
叔
九
言
」
と
題
さ
れ
る
条
。

(
注
6
)
陸
務
観
は
陸
游
、
務
観
は
字
で
、
放
翁
は
そ
の
号
。
南
宋
の
代
表
的
な
詩
人
で
あ
る
。
そ
の
『
渭
南
文
集
』
巻
三
十
一
の
「
践
呂
文
靖
門
銘
」
に
「
一
言
可

以
終
身
行
之
岩
、
其
恕
乎
。
此
聖
門
一
字
銘
也
。
詩
三
百
、
ご
言
以
蔽
之
、
日
思
無
邪
。
此
聖
門
三
字
銘
也
」
と
あ
る
。
白
楽
天
の
「
証
並
打
」
自
序
に
は
「
凡

六
百
一
土
言
、
命
日
琵
琶
行
」
と
。
ま
た
『
東
岐
全
集
』
巻
一
に
「
壬
寅
二
月
有
詔
、
令
郡
史
荏
腰
減
决
囚
禁
、
十
三
日
受
命
出
府
、
舌
難
雛
整
屋

四
縣
、
既
畢
事
、
因
朝
謁
太
平
宮
、
而
宿
於
南
溪
馨
土
、
遂
並
南
山
而
西
至
樓
觀
大
秦
寺
延
生
觀
仙
遊
潭
、
十
九
日
廼
歸
、
作
詩
五
百
言
、
以
記
凡
所
經
歴
者
、

寄
子
由
」
と
い
う
題
の
栗
あ
る
。

(
注
7
)
『
周
礼
』
春
官
宗
伯
下
、
大
司
樂
の
条
に
「
以
樂
艘
國
子
興
調
誠
一
磊
」
と
あ
り
、
鄭
玄
注
に
「
倍
文
日
調
、
以
聲
節
之
日
訥
」
と
あ
る
。
こ
の
場
合
「
倍
」

「
背
」
に
同
じ
。
賣
公
彦
の
疏
で
は
「
背
文
」
に
作
る
。

モ
漢
朝
1
四
段
ぞ
。
王
子
淵
、
王
褒
字
子
淵
、
罰
人
【
王
子
淵
は
、
王
褒
、
字
は
子
淵
、
罰
の
人
】
。
漢
書
列
傳
二
十
四
に
の
つ
た
ぞ
。
洞
篇
[
の
]

賦
は
文
選
に
の
つ
た
ぞ
。
是
は
漢
の
文
帝
の
時
の
こ
と
ぞ
。
は
る
か
に
後
に
、
元
帝
の
太
子
で
あ
つ
た
時
に
、
面
白
か
つ
た
で
、
後
宮
の
貴
人
に
う

(
住
3
)

た
は
せ
ら
れ
た
ぞ
。
一
義
に
、
漢
帝
を
宣
帝
と
な
い
た
ぞ
。
文
帝
と
云
[
ふ
]
は
惡
い
ぞ
。
文
帝
は
宣
帝
四
代
の
前
に
有
[
り
]
。
洞
箭
賦
は
文
選

七(
住
]
)

{
庄
2
)
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第
十
七
、
李
善
注
日
、
如
淳
楽
白
注
日
、
洞
箭
、
簸
之
無
底
者
。
釋
名
日
、
篤
肅
也
。
其
聲
四
然
。
大
者
二
十
二
管
、
長
Ξ
尺
四
寸
、
小
者
十
六

管
。
一
名
籟
突
子
善
が
注
に
日
ふ
、
如
淳
が
漢
晝
任
に
日
く
、
洞
簸
は
、
鯆
の
底
無
き
者
な
り
、
と
。
釋
名
に
日
く
、
簸
は
肅
な
り
。
其
の
聲
肅
肅

然
た
り
。
大
な
る
者
は
二
士
亙
昌
、
長
さ
三
尺
四
寸
、
小
な
る
者
は
十
六
管
。
一
名
竺
是
が
底
が
な
い
程
に
洞
と
云
[
ふ
]
ぞ
。
洞
は
通
ず
る

心
ぞ
。
上
下
相
通
、
故
言
洞
簸
【
上
下
相
通
ず
、
故
に
器
と
言
ふ
】
。
是
を
面
白
く
書
[
き
]
の
べ
た
を
賦
と
云
ぞ
。
漢
の
元
帝
の
面
白
が
つ
て
、

女
房
衆
に
そ
ら
に
を
ぽ
へ
さ
せ
ら
れ
た
ぞ
。
近
代
1
尚
書
故
{
牙
集
に
、
梁
武
帝
教
諸
王
書
、
令
殷
鐵
石
、
於
鐘
王
書
、
揚
一
千
字
不
重
者
毎

事
片
紙
、
雜
碑
無
序
。
帝
召
周
興
嗣
日
、
卿
有
才
思
、
爲
我
的
之
。
興
嗣
一
日
製
集
上
、
鬚
髪
皆
白
【
、
梁
の
武
帝
諸
王
に
書
を
教
ヘ
ん
と
、
殷
鐵

石
を
し
て
、
鐘
王
の
書
に
於
て
、
一
千
字
の
重
な
ら
、
ざ
る
者
を
揚
せ
し
む
る
に
、
事
毎
に
片
紙
、
雜
碑
に
し
て
序
無
し
。
帝
周
興
嗣
を
召
し
て
日
く
、

卿
才
思
有
り
、
我
が
爲
に
之
を
韻
せ
よ
、
と
。
興
嗣
一
日
に
し
て
集
を
編
綴
し
て
上
る
。
顎
髪
皆
白
し
^
。
牧
按
通
老
一
百
九
十
、
經
籍
考
云
、
智

永
千
字
文
一
巻
。
晁
氏
日
、
梁
周
興
嗣
撰
、
釋
智
永
所
書
。
後
村
劉
氏
日
、
嘗
疑
、
千
字
文
、
世
以
梁
散
騎
常
侍
臣
周
興
嗣
所
作
、
然
法
帖
中
、
漢

章
帝
已
嘗
書
此
文
。
殆
非
梁
人
作
也
。
【
牧
按
ず
る
に
通
考
一
百
九
十
、
經
籍
考
に
云
ふ
、
智
永
千
字
文
一
巻
。
晁
氏
日
く
、
梁
の
周
興
嗣
撰
、
釋

智
永
の
書
く
所
な
り
。
後
村
劉
氏
日
く
、
嘗
て
疑
ら
く
、
千
字
文
、
世
以
ヘ
ら
く
、
梁
の
散
騎
常
侍
臣
周
儲
の
作
る
所
と
。
然
れ
ど
も
法
帖
の
中
、

漢
の
章
帝
已
に
嘗
に
此
の
文
を
書
す
。
殆
ん
ど
梁
人
の
作
に
非
ざ
る
な
り
、
と
】
。
文
、
ぶ
ん
と
よ
ま
う
ぞ
。
只
云
[
ふ
]
時
は
も
ん
ぞ
。
是
を
又

重
寶
ぢ
や
と
云
て
、
あ
ち
へ
こ
ち
へ
う
つ
す
ぞ
。
蒙
求
に
合
す
れ
ぱ
、
し
か
ぬ
ぞ
。
な
ぜ
に
な
れ
ぱ
錯
綜
[
綜
終
り
、
以
下
同
じ
]
 
1
辨
當
に
し

た
ほ
ど
に
ぞ
。
熊
は
左
傳
序
、
錯
籍
文
、
以
妥
燮
【
左
傳
序
に
、
經
文
を
錯
綜
し
、
以
て
其
の
燮
を
盡
す
、
と
】
。
錯
は
雜
也
、
綜
は
集
也
。

ま
じ
へ
あ
つ
め
て
と
云
[
ふ
]
義
也
。
起
予
は
論
語
八
欝
に
、
子
貝
起
予
者
商
也
。
苞
氏
日
、
孔
子
言
子
夏
能
發
明
我
意
<
云
云
>
【
子
日
く
、

予
を
起
す
者
は
商
な
り
、
と
。
苞
氏
日
く
、
孔
子
子
夏
の
能
く
我
意
を
發
明
す
る
を
言
ふ
、
<
云
云
>
】
。
是
[
れ
]
蒙
求
に
有
[
る
]
か
と
驚
く
ぞ
。

頗
[
の
]
字
は
十
の
物
が
七
っ
八
っ
ぞ
。
又
は
十
な
が
ら
と
云
[
ふ
〕
心
も
有
[
る
]
ぞ
。
高
祖
紀
下
、
頗
取
山
南
大
原
之
地
、
益
屬
代
。
注
師
古

貝
街
以
益
之
、
不
取
盡
也
。
甸
径
、
天
誕
稜
、
地
不
偏
載
。
師
古
日
、
頗
亦
偏
也
。
陶
淵
明
詩
、
窮
鳶
深
敬
頗
回
古
人
車
。
文
選
注
、

頗
少
也
。
需
序
侃
疏
、
頗
猶
偏
。
幻
裂
疏
出
侃
乎
。
如
何
恐
日
本
人
述
乎
【
高
祖
紀
の
下
に
、
頗
や
山
南
の
大
原
の
地
を
取
り
て
、
益
し
て
代
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に
屬
す
、
と
。
注
に
師
古
日
く
、
少
し
く
割
き
て
以
て
之
を
益
す
、
取
り
盡
さ
ざ
る
な
り
、
と
。
甸
奴
傳
に
、
天
頗
る
覆
は
ず
、
地
偏
く
載
せ
ず
、

師
古
日
く
、
頗
も
亦
偏
な
り
、
と
。
陶
淵
明
の
詩
に
、
窮
巷
は
深
轍
を
隔
て
、
頗
や
古
人
の
車
を
回
す
、
と
。
文
選
注
に
、
頗
は
小
ノ
な
り
、
と
。

語
序
の
侃
疏
に
、
頗
は
猶
ほ
偏
の
ご
と
し
、
と
。
幻
謂
ふ
、
叙
の
疏
、
侃
に
出
づ
る
か
、
如
何
ぞ
。
恐
ら
く
は
日
本
人
の
述
ぶ
る
か
、
と
】
。

1

「
四
段
」
と
す
る
の
は
、
「
小
段
」
の
誤
り
か
。
五
で
示
さ
れ
た
段
分
け
と
合
わ
な
い
。

京
火
本
に
呈
子
淵
、
手
条
子
淵
、
罰
人
。
轟
議
大
夫
。
益
州
有
金
馬
雛
之
寳
使
駿
祀
爲
。
釜
病
死
。
全
畏
列
伝
第
二
十
四
ご
と
見
え
る
。
正
し

く
は
列
伝
第
三
十
四
。
諫
議
大
夫
で
は
な
く
、
諌
大
夫
。
「
後
方
士
言
益
州
有
金
馬
珀
証
ι
寶
、
可
祭
祀
致
也
。
宣
帝
使
慶
往
祀
鳶
。
褒
於
道
病
死
、
上
閖
惜
之
。
」

と
あ
る
。
京
大
本
の
張
は
『
文
選
』
注
に
拠
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
引
く
『
洗
凹
』
も
同
じ
。

「
一
義
に
」
以
下
は
、
「
是
は
漢
の
文
帝
の
時
の
こ
と
ぞ
」
と
あ
る
の
を
否
定
し
て
い
る
。
仮
に
森
六
が
文
帝
の
時
に
作
っ
た
と
す
れ
ぱ
、
{
吊
の
時
代
ま
で
生
存

し
て
い
た
と
は
考
え
が
た
い
。
『
聴
塵
』
で
も
「
王
褒
か
此
鳳
を
か
く
は
、
漢
文
帝
の
塒
也
」
と
し
て
お
り
、
「
一
義
に
」
以
下
は
、
別
人
倫
と
な
る
。

京
大
本
に
「
洞
篇
鳳
洞
通
也
、
無
底
而
通
也
。
文
選
第
十
七
、
鳶
鳥
征
日
、
怨
覆
習
曾
、
洞
篇
、
篤
之
無
底
者
。
釋
名
日
、
簾
那
也
。
其
聲
酬
々
然
。
大

者
二
十
二
管
、
長
三
尺
四
寸
、
小
名
十
六
管
。
一
名
籟
。
熔
局
、
元
帝
爲
太
子
'
=
襲
所
小
前
簾
頌
、
令
後
宮
貴
人
、
比
旦
訥
壁
~
。
」
と
見
え
る
。
如
淳
の
注
は
、

『
瑩
旦
元
帝
紀
の
贊
に
あ
る
。
『
釋
名
』
は
釋
樂
器
に
「
鯖
那
也
。
其
一
舗
肅
而
清
也
」
と
あ
る
。
ま
た
『
爾
乳
』
釋
樂
に
は
「
大
箭
認
之
言
、
小
者
聖
笈
」

と
あ
り
、
郭
璞
は
而
一
十
三
管
、
長
尺
四
寸
。
笑
十
六
管
、
長
尺
二
寸
。
箭
一
名
籟
一
と
注
し
て
い
る
。
『
寺
正
義
』
周
頌
、
有
普
で
は
こ
れ
を
引
き
、
届

大
者
編
二
十
三
管
、
長
尺
四
寸
。
小
名
、
十
六
管
長
尺
二
寸
、
一
名
籟
」
と
す
る
。
米
沢
本
は
「
養
謂
」
と
L
て
「
文
選
」
以
下
を
腎
て
い
る
。

『
六
臣
注
文
選
』
の
呂
延
済
注
に
「
洞
者
通
也
。
一
1
無
底
上
下
相
通
、
故
日
洞
篇
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
尚
書
故
実
』
は
唐
の
李
綽
撰
。
現
行
本
は
一
巻
。
「
千
字
文
、
、
諭
興
嗣
編
次
、
而
有
王
右
軍
書
者
。
人
皆
不
曉
其
始
。
乃
梁
武
教
諸
王
書
、
令
殷
鐵
石
於
大
王

書
中
、
揚
一
千
字
不
重
者
、
毎
字
片
紙
、
雜
砕
無
序
。
武
帝
召
儲
、
、
謂
日
、
卿
有
才
思
、
爲
我
韻
之
。
興
嗣
一
夕
、
編
綴
進
上
。
鬢
髪
皆
白
、
而
賞
賜
甚
厚
、

23456 任
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と
あ
る
。

7

牧
は
不
明
。
『
文
献
通
考
』

智
永
千
字
文

努
で
j
1
1
凧
ハ
嵒
司
昇
旦
、
羽
て
女
訂
臼
、
力
く
^
所
小
凹
。

奇
帛
イ
寺
↓
哥
^
<
品
可
j
リ
子
乍
。
催
ミ
ー
ー
ミ
帖
中
、

鞭
早
・
鞘
U
件
書
此
文
。
殆
非
梁
人
作
也
。

晁
氏
は
南
宋
の
晁
公
武
。
『
郡
葬
硯
章
虐
よ
り
引
用
。
後
村
劉
氏
は
宋
の
劉
古
北
、
後
村
居
士
は
号
。
被
の
三
暴
が
ど
こ
に
あ
る
か
は
、
不
明
。

『
春
秋
経
伝
条
解
一
序
に
「
古
<
1
看
左
氏
春
秋
者
多
矣
。
・
・
・
・
・
・
進
不
成
爲
錯
鷺
紅
文
、
以
需
璽
退
不
{
寸
一
上
明
之
傳
。
」
と
あ
る
。

券
畿
八
价
篇
「
子
日
、
起
予
者
商
也
。
始
可
譽
口
詩
已
矣
」
の
包
咸
令
包
咸
)
注
に
「
予
、
我
也
。
孔
子
言
子
夏
能
發
明
馨
一
、
可
與
共
言
邑
と
あ
る
。

『
築
亘
一
鼎
紀
十
一
年
、
春
正
月
の
条
に
「
頗
取
山
南
太
原
之
地
、
益
屬
代
」
と
あ
り
、
ヤ
齢
古
き
「
少
割
以
益
之
、
不
盡
取
也
。
」
と
あ
る
。
ま
た
甸
奴
傳

上
に
「
朕
聞
天
不
頗
稜
、
地
不
偏
載
」
と
あ
り
、
顔
師
古
注
に
「
頗
亦
偏
也
」
と
あ
る
。
陶
淵
明
の
詩
は
「
読
山
海
経
、
其
区
で
、
『
文
選
.
一
巻
三
十
に
載
せ

ら
れ
て
い
る
。
『
文
選
』
で
は
回
を
迴
に
作
る
。
「
頗
少
也
」
と
す
る
の
は
呂
向
の
注
で
あ
る
。
謬
墨
の
侃
疏
は
皇
侃
の
璽
叩
裟
疏
』
で
「
有
不
安
者
、
頗

爲
改
易
」
の
疏
に
「
頗
猶
偏
也
」
と
あ
る
。
幻
は
不
明
。

8

經
一
誓
巻
十
七
。

一
巻

9

臣
屬
1
四
段
ぞ
。
唐
は
李
氏
也
。
我
等
も
唐
の
氏
ぢ
や
ほ
ど
に
、
唐
の
宗
領
の
枝
葉
の
末
の
者
と
云
〔
ふ
]
心
ぞ
。
職
1
藩
は
籬
也
。
仟
は
、

韻
會
幹
的
、
説
文
枝
也
<
云
云
>
。
一
日
衛
也
。
或
作
捍
再
住
幹
の
;
説
文
、
伎
な
り
云
云
と
。
一
に
日
く
衛
な
り
。
或
い
は
捍
に
作
る
一
。

我
も
都
の
守
り
の
か
き
と
な
る
な
り
。
夷
中
の
方
の
官
な
り
。
古
[
ヘ
]
の
中
遠
く
見
[
る
]
ぞ
。
め
づ
ら
し
き
事
を
も
、
又
専
な
こ
と
を
も

と
る
ぞ
。
一
才
を
も
の
こ
さ
ず
、
片
善
の
か
〔
た
〕
わ
れ
程
の
こ
と
を
も
、
の
こ
さ
ぬ
ぞ
。
一
人
に
才
あ
る
者
、
一
藝
に
能
あ
る
者
な
り
。
弧
は
訥

八

10
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會
、
陶
也
、
察
也
。
又
明
也
。
職
備
藩
捍
四
字
、
與
前
面
建
官
二
句
、
相
應
、
毎
廣
以
下
五
句
、
與
前
面
抗
表
二
句
、
相
應
【
韻
會
は
、
陶
な
り
、

察
な
り
。
又
明
な
り
、
と
。
職
備
藩
捍
の
四
字
は
、
前
面
の
建
官
の
二
句
と
、
相
い
應
じ
、
毎
廣
以
下
の
五
句
は
、
前
面
の
抗
表
の
二
句
と
、
相
い

應
ず
】
。

陛
下
1
五
段
。
勺
會
萎
句
。
説
文
、
升
高
陛
也
<
云
云
>
。
馨
應
劭
日
、
陛
者
升
堂
之
陛
。
王
者
必
有
執
兵
、
陳
於
陛
之
側
。
群
臣
與
至
尊
言
、

不
敢
指
斥
。
故
呼
在
陛
下
者
而
告
之
。
因
卑
諾
之
意
。
高
祖
五
年
、
穫
上
疏
、
始
稱
陛
下
、
<
云
云
>
【
曾
は
善
の
韻
。
説
文
に
、
高
き
に
升

る
の
陛
な
り
<
云
云
>
、
と
。
馨
應
劭
日
く
、
陛
と
は
堂
に
升
る
の
陛
な
り
。
王
者
に
は
必
ず
兵
を
執
り
て
、
陛
の
側
に
陳
ぬ
る
有
り
。
群
臣
至

尊
と
言
ふ
に
、
敢
て
指
斥
せ
ず
。
故
に
陛
下
に
在
る
者
を
呼
び
て
之
を
告
ぐ
。
卑
因
り
尊
に
達
す
る
の
意
な
り
。
高
祖
五
年
、
諸
侯
上
疏
し
て
、
始

め
て
陛
下
と
稱
す
△
工
云
>
ど
】
。
廣
達
四
聰
之
条
な
い
。
一
本
乍
〔
作
〕
墜
聰
之
義
【
一
本
、
廣
諾
之
義
に
作
り
て
】
、
四
の
字
な
し
。
又

一
本
乍
〔
作
〕
廣
達
四
聰
之
義
【
一
本
、
廣
達
四
聰
之
義
に
作
る
】
。
尚
嘉
典
、
明
四
目
達
四
聰
。
<
注
>
、
視
聰
於
四
方
、
使
天
下
無
埀
塞
也
【
尚

(
注
3
)

書
舜
典
に
、
四
目
を
明
か
に
し
四
聰
を
達
す
、
と
。
<
注
>
に
、
四
方
に
視
聰
し
て
、
天
下
を
し
て
髪
す
る
こ
と
無
か
ら
し
む
、
と
】
。
志
學
[
は
]
、

論
語
の
字
也
。
丹
誓
中
心
の
真
実
な
る
を
云
[
ふ
]
な
り
。
四
門
を
あ
け
て
奏
聞
申
す
也
。
四
方
の
こ
と
を
舜
の
き
い
て
成
敗
あ
る
や
う
に
せ
よ

ぞ
。
瀚
が
学
問
を
す
れ
ば
こ
そ
高
位
に
な
れ
ど
も
、
誰
も
学
問
を
せ
ん
ほ
ど
に
開
奨
善
之
門
【
善
を
奨
む
る
の
門
を
開
く
】
も
の
で
あ
る
べ
き
ぞ
。

伏
願
1
我
ら
に
似
や
う
た
る
一
職
を
は
か
り
て
さ
づ
け
ら
れ
よ
と
云
[
ふ
]
也
。
さ
あ
ら
ぱ
自
余
の
者
も
亦
善
を
せ
ん
ぞ
、
勧
嘉
態
の
利
あ
ら
ん

ぞ
。
徴
の
字
の
時
は
、
勧
戒
を
た
ゞ
し
、
、
め
せ
と
な
り
。

注1

『
説
文
解
字
』
巻
十
二
に
「
打
、
伎
也
。
杁
手
干
聲
。
侯
肝
切
」
と
あ
る
。
古
注
一
条
は
多
く
捍
に
作
る
。

『
説
文
解
字
』
は
巻
十
四
。
『
漆
ど
高
帝
紀
下
、
五
年
春
正
凡
上
疏
の
「
大
王
陛
下
」
鐙
劭
注
に
「
陛
者
升
堂
之
陛
。
王
者
必
有
執
兵
、
陳
於
階
陛
之
側
。

群
臣
與
至
尊
言
、
不
敢
指
斥
。
故
呼
在
陛
下
者
而
告
之
。
因
卑
以
逹
尊
之
意
也
。
若
今
砥
下
、
閣
下
、
侍
者
、
秋
事
、
皆
此
類
也
。
」
と
あ
る
。

璽
旦
盆
。
注
は
孔
安
国
に
ょ
る
。

23
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一
璽
里
為
政
篇
。
「
子
日
、
吾
十
有
五
而
志
于
学
、

4

子
光
序

前
言
往
行
、
載
在
經
史
、
炳
若
丹
青
。
然
簡
編
浩
博
未
易
研
究
。
非
一
鞍
力
久
、
莫
能
撮
其
要
。
唐
李
瀚
、
捜
一
畿
籍
、
采
古
人
行
事
、
著
爲

亨
別
丈
頁
美
重
、
 
1
音
姑
亘
ネ
青
一
^
、
弓
子
助
;
粲
鼎
ミ
、
鞠
1
我
f
可
ラ
女
。
其
方
全
屬
僻
備
閲
、
万
く
爲
典
巽
ネ
甫
寺
ミ
。
^
一
負
羊
究
オ
又
木
艮
、
美
頁
多
舛
計
七
、

覧
者
病
爲
。
豈
瀚
之
一
織
絵
。
抑
亦
後
世
篇
六
瓢
也
。
予
嘗
一
謡
用
意
、
而
惜
其
未
備
。
於
是
讃
史
傳
、
牙
求
百
家
、
窮
本
探
源
、
披
華
食

實
。
大
抵
傳
記
無
見
、
而
語
浅
謬
妄
者
、
就
加
是
正
。
至
於
載
籍
之
中
、
問
有
故
實
可
以
概
與
支
仍
綴
其
一
二
大
者
附
鳶
。
庶
幾
昭
然
若
日
星
之

麗
天
、
煥
然
可
観
。
命
日
補
注
。
將
以
備
遺
志
、
而
助
討
論
。
不
亦
文
四
毎
僅
歎
。
時
己
酉
仲
冬
之
打
辛
卯
吉
日
、
徐
子
光
序
。

子
光
序
、
此
序
が
口
に
有
[
る
]
は
惡
[
い
]
ぞ
、
此
序
は
三
隼
。
宰
瀚
全
段
>
、
予
嘗
<
三
段
>
、
稔
<
小
段
也
>

前
言
1
補
注
が
出
來
た
處
で
、
此
[
の
]
序
を
か
く
ぞ
。
ほ
ど
に
子
光
が
補
注
は
し
た
ぞ
。
補
と
よ
む
ぞ
。
ほ
の
音
が
好
か
ら
う
ぞ
。
前
言
は

昔
の
六
牙
ん
ど
の
文
ぞ
。
晉
王
戎
傳
、
前
言
往
行
、
衰
々
可
四
云
云
>
【
晉
の
王
戎
傳
に
、
前
言
往
行
し
、
衰
衰
と
し
て
聽
く
可
し
△
石
五

と
^
。
又
は
前
の
人
の
云
た
詞
ぞ
。
善
[
き
]
詞
も
惡
〔
し
き
]
詞
も
あ
ら
う
ぞ
。
往
行
は
昔
人
は
た
ら
い
た
行
跡
ぞ
。
炳
如
1
楊
雄
君
子
篇
云
、

言
炳
。
丹
主
月
、
陸
贄
傳
、
論
馨
炳
々
如
丹
青
【
楊
雄
君
子
篇
に
云
ふ
、
言
炳
な
り
。
丹
青
は
、
陸
贄
傳
に
、
論
馨
炳
炳
と
し
て
丹
青
の
如
し
、

と
^
。
明
[
か
〕
に
み
ゅ
る
こ
と
は
、
盡
か
き
が
、
、
き
た
い
〔
四
字
、
「
か
い
た
」
に
作
る
べ
き
か
〕
や
う
な
ぞ
。
又
青
、
説
文
、
東
方
色
、
木

生
火
、
杁
生
丹
。
丹
青
之
信
、
言
必
然
。
凡
遠
視
之
明
、
莫
若
丹
青
、
黒
則
昧
矣
【
青
は
、
説
文
に
、
東
方
の
色
な
り
、
木
火
を
生
ず
、
生
丹
に
杁

ふ
。
丹
青
の
信
と
は
、
必
ず
然
る
を
言
ふ
。
凡
そ
遠
視
の
明
、
ー
に
若
く
は
莫
し
、
黒
け
れ
ば
則
ち
昧
し
】
。
一
義
に
丹
青
は
木
相
火
ぞ
。
東
方

」
天
宝
は
玄
宗
の
年
号
、
五
年
は
七
四
六
年
。

九

(
注
2
〕
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の
青
か
ら
南
方
の
赤
を
生
ず
る
ほ
ど
に
ぞ
。
二
[
つ
]
の
帯
一
の
具
を
以
て
か
け
ぱ
よ
く
見
る
物
ぢ
や
程
に
云
[
ふ
]
た
と
云
[
ふ
]
ぞ
。
然
簡
1

き
ら
り
と
あ
れ
ど
も
、
轟
六
一
藹
史
百
家
、
書
は
萬
巻
書
ぢ
や
程
に
、
み
つ
く
さ
れ
ぬ
物
ぢ
や
ぞ
。
簡
編
は
、
昔
祭
な
か
つ
た
ほ
ど
に
、
竹
の

青
み
を
と
っ
て
、
刀
で
ほ
り
つ
け
て
、
う
る
し
で
入
〔
れ
]
て
、
牛
の
つ
く
り
皮
で
ほ
ち
〔
ほ
ち
、
あ
む
ほ
ど
の
誤
り
〕
に
云
[
ふ
]
ぞ
。
研
は
磨

[
く
]
也
。
み
が
く
ぢ
や
ぞ
。
そ
の
や
う
に
は
、
み
が
、
れ
ぬ
ぞ
。
非
眞
1
二
十
年
學
文
せ
い
で
は
干
要
は
取
れ
ま
い
ぞ
。
此
七
句
捻
論
ぞ
。

1

京
大
本
の
頭
注
は
三
段
の
区
分
け
を
記
す
。
た
だ
、
本
文
に
は
「
於
是
」
と
と
も
に
 
7
織
」
に
も
段
落
記
号
が
あ
り
、
小
段
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

崟
邑
巻
四
十
Ξ
王
戎
伝
に
「
朝
駐
凹
上
巳
禳
洛
、
或
問
王
濟
日
、
「
昨
游
有
何
言
談
。
」
濟
日
、
「
器
善
説
史
漢
、
裴
題
論
前
言
昇
、
衰
衰
孤
、
王
談

子
房
'
季
札
之
冏
、
超
然
玄
著
。
」
其
爲
鷲
崟
者
所
賞
如
此
」
と
あ
る
。
米
沢
木
は
養
按
と
し
て
易
、
大
畜
の
象
伝
を
引
く
。

楊
雄
区
亘
の
君
子
篇
に
「
或
問
、
聖
人
之
三
口
、
炳
若
1
、
有
諸
。
日
、
呼
、
是
何
言
歎
。
井
初
則
炳
、
久
則
楡
、
楡
乎
哉
。
」
と
あ
る
。
陸
贄
伝
は
『
新

傭
旦
本
伝
の
贊
に
「
觀
贄
莎
獣
數
十
百
箭
、
談
陳
時
病
、
皆
本
仁
義
、
可
爲
後
世
法
、
炳
炳
如
打
、
帝
所
用
繞
十
一
。
唐
胖
不
競
、
惜
哉
」
と
あ
る
の
に
ょ
る

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
、
京
大
本
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

『
説
文
解
字
』
巻
五
。
「
責
東
方
色
也
。
木
生
火
、
ι
人
生
丹
。
丹
幸
~
信
、
言
必
織
」
こ
の
一
文
、
京
大
本
に
も
あ
る
。
「
凡
遠
視
之
明
」
以
下
は
{
号
の
文
か
。

234

唐
李
1
三
段
ぞ
。
器
は
嘉
の
こ
と
ぞ
。
左
傳
序
、
身
禽
史
、
躬
覧
載
籍
【
左
傳
の
序
に
、

器
東
京
竺
、
多
識
前
世
之
載
。
々
亦
書
也
【
張
禦
東
京
賦
に
云
ふ
、
多
く
ー
の
載
を
勢
、

り
た
い
て
ぞ
。
采
1
昔
の
人
の
ふ
る
ま
う
た
處
の
行
迹
を
取
[
り
]
出
[
だ
し
]
て
蒙
求
に
し
た
ぞ
。

十

身
國
史
爲
り
し
と
き
、
躬
ら
籍
を
覧
る
】
。

と
。
載
も
亦
書
な
り
】
。
捜
誓
さ
ぐ
り
と

揣
1
毛
晃
果
句
、
揣
音
朶
度
高
日
揣
、 <

注
1
)

モ
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又
凡
稱
量
付
度
日
揣
【
毛
晃
は
果
韻
、
揣
は
音
朶
、
高
さ
を
度
る
を
揣
と
日
ふ
。
又
凡
そ
稱
是
付
度
を
揣
と
日
ふ
】
。
東
文
字
は
母
と
し
た
ぞ
。

以

合
た
こ
と
を
一
對
々
々
に
し
て
を
く
ぞ
。
折
は
わ
る
也
。
 
W
屑
勺
、
折
断
也
、
<
云
云
>
再
.
は
屑
韻
、
折
は
断
な
り
と
<
云
云
>
】
。
廣
勿
断
而

猶
連
也
【
器
に
、
断
ち
て
猶
ほ
連
な
る
な
り
、
と
】
。
偶
は
匹
也
、
雙
也
、
 
W
。
二
っ
あ
る
を
云
ぞ
。
奇
と
云
は
一
あ
る
ぞ
。
な
ら
う
て
居
[
る
]

程
に
偶
と
云
ぞ
。
剪
1
進
學
解
、
昶
羅
別
擇
〔
快
の
誤
り
、
以
下
同
じ
か
〕
、
△
石
五
【
進
學
解
に
、
昶
羅
別
挟
す
<
云
云
>
と
】
。
句
解
、
別
擇

猶
捜
出
挑
擇
之
義
也
【
句
解
に
、
別
擇
と
は
猶
ほ
捜
出
挑
擇
の
義
の
ご
と
き
な
り
、
と
】
。
令
〔
今
〕
不
用
此
義
【
今
此
の
義
を
用
ひ
ず
】
。
玉
篇

他
狄
反
、
鮮
骨
也
、
副
也
。
勺
會
錫
的
、
解
也
<
云
云
>
。
割
者
肆
解
肉
也
【
玉
篇
は
他
狄
の
反
、
骨
を
鮮
く
な
り
、
剖
る
な
り
。
韻
會
は
、
錫

の
韻
、
解
く
な
り
<
云
云
>
と
。
割
と
は
肆
ま
に
肉
を
解
く
な
り
^
。
煩
は
わ
づ
ら
わ
し
い
ぞ
。
蕪
は
草
ぞ
、
草
の
を
い
茂
た
や
う
に
、
六
借
い
を

き
り
き
つ
て
、
干
要
制
り
を
ぬ
い
た
ぞ
。
精
英
は
、
草
の
中
に
も
花
の
様
な
る
處
を
し
る
い
た
ぞ
。
措
は
把
也
。
纈
、
将
取
也
^
纈
は
将
取
な
り
^
。

毛
詩
采
取
茉
芭
日
言
纈
【
毛
詩
に
業
芭
を
采
り
取
る
を
言
に
纈
す
と
日
ふ
】
す
[
衍
か
]
と
云
は
、
と
る
ぢ
や
ぞ
。
精
英
、
荘
子
云
夏
莢
播
精
。
<
注
>
、

簡
米
日
精
。
又
凡
物
之
純
正
精
。
又
古
名
以
玉
希
。
英
、
説
文
、
草
希
不
實
。
廣
的
華
也
。
増
句
又
芸
也
。
一
日
〔
日
〕
智
出
萬
人
爲
英
。
禮

記
、
Ξ
代
之
英
。
注
跳
云
、
倍
人
日
茂
、
十
人
日
選
、
倍
選
日
俊
、
千
人
日
英
、
倍
英
日
賢
、
萬
人
日
傑
、
倍
傑
日
聖
^
精
英
は
、
荘
子
に
云
ふ
、

莢
を
鼓
し
精
を
播
す
、
と
。
注
に
、
米
を
簡
ぶ
を
精
と
日
ふ
、
と
。
又
凡
そ
物
縄
正
な
る
は
精
な
り
。
又
古
ヘ
玉
を
以
希
と
爲
す
。
英
は
、
説

文
に
、
草
榮
ヘ
工
誓
ず
、
と
。
廣
設
は
華
な
り
。
増
韻
は
釜
"
な
り
、
と
。
一
に
日
く
、
智
萬
人
に
出
づ
る
を
英
と
爲
す
、
と
。
徹
器
に
、
Ξ
代

の
英
と
。
"
研
に
云
ふ
、
人
に
倍
す
る
を
一
戊
と
日
ひ
、
ト
人
を
選
と
日
ひ
、
選
に
倍
す
る
を
俊
と
日
ひ
、
千
人
を
英
と
日
ひ
、
英
に
倍
す
る
を
賢
と

日
ひ
、
萬
人
を
傑
と
日
ひ
、
傑
に
倍
す
る
を
聖
と
日
ふ
、
ど
^
。
事
跡
1
事
の
あ
と
が
、
き
ら
り
と
み
へ
た
ぞ
。
ほ
し
い
ま
、
な
ら
し
む
と
云
は
、

字
が
損
じ
た
げ
な
ぞ
。
屬
僻
[
は
]
?
、
る
ぞ
。
屬
文
と
云
も
、
文
を
?
、
る
ぢ
や
ぞ
。
一
諾
傳
日
、
買
年
十
八
、
以
能
訥
荒
臼
屬
文
。
師
古
日
、

儒
欝
之
也
。
言
能
爲
文
也
。
屬
音
之
欲
反
【
賣
誼
傳
に
日
く
、
買
年
十
八
、
以
て
能
く
詩
書
を
訥
し
文
を
屬
す
、
と
。
師
古
日
く
、
屬
と
は

之
を
籍
す
る
を
謂
ふ
な
り
。
其
の
能
く
文
を
爲
る
を
言
ふ
な
り
。
屬
の
音
は
之
欲
の
区
】
。
其
[
の
]
属
文
に
は
是
が
よ
い
を
、
、
そ
い
ぢ
や
ぞ
。

然
井
さ
れ
共
此
[
の
]
物
は
、
根
本
は
ど
こ
の
生
れ
の
者
や
ら
う
字
も
な
い
程
に
、
古
事
が
た
し
か
に
な
い
と
云
て
、
見
[
る
]
者
鳶
む
ぞ
。
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古
注
は
根
元
を
う
ま
く
と
せ
ぬ
程
に
、
竺
り
]

し
て
行
〔
く
]
ぞ
。
襲
は
を
そ
う
ぢ
や
ぞ
。
惡
を

1

『
春
秋
経
伝
集
解
』
序
に
「
身
爲
國
史
、
躬
覧
戴
籍
、
必
廣
記
而
備
言
之
」
と
あ
る
。

器
の
「
東
京
賦
」
は
「
西
姦
」
綴
り
。
『
文
選
』
巻
二
に
あ
り
、
「
是
以
多
需
代
ウ
五
に
祚
る
。
避
"
よ
っ
て
出
が
代
に
換
え
ら
れ
た
可
能
業
あ

る
。

毛
晃
の
『
増
修
互
註
禮
部
韻
略
』
、
略
称
は
『
増
墾
巻
Ξ
に
「
揣
、
芸
切
、
度
也
、
試
也
、
量
也
、
除
也
。
襟
也
。
又
度
高
日
揣
。
」
『
説
文
解
字
』
巻
十

二
に
も
「
揣
、
量
也
。
夙
手
樹
聲
t
度
高
日
揣
。
」
と
あ
る
。
ま
た
『
康
煕
字
典
』
に
「
又
凡
稱
同
青
度
皆
日
揣
」
が
見
え
る
。

『
古
今
舗
會
擧
要
』
(
略
称
『
韻
會
』
)
巻
十
九
に
「
折
、
断
之
也
」
と
あ
る
。
『
恐
廣
韻
』
巻
四
に
「
折
、
常
列
切
。
断
而
猶
連
也
。
説
文
、
断
也
」
と
あ
る
。

僻
お
「
進
学
解
」
に
「
昶
斯
扶
、
削
垢
磨
光
」
と
あ
る
。
句
解
は
不
明
。

『
玉
篇
』
巻
中
に
「
別
、
他
狄
切
、
解
骨
也
」
と
あ
り
、
「
剖
也
」
は
不
明
。

『
韻
會
』
巻
二
十
九
に
「
別
、
説
文
、
解
也
、
杁
刀
易
聲
。
或
作
肆
。
周
禮
内
甕
注
、
割
者
、
肆
解
肉
也
。
詩
林
孫
謬
、
有
昼
吾
者
。
」
と
あ
る
。

「
佶
は
把
也
」
は
『
説
文
解
字
』
巻
十
二
。
「
纈
、
将
取
也
」
は
『
廣
節
』
に
あ
る
。
「
毛
詩
」
は
周
南
、
茉
芭
の
第
三
章
に
「
采
イ
条
苔
'
言
纈
之
」
と
あ
る

の
を
指
す
。

『
荘
子
』
は
人
間
世
支
部
疏
の
条
に
あ
る
。
注
は
司
馬
彪
の
も
の
羅
典
釈
文
』
所
引
。
そ
の
後
の
部
分
は
何
に
ょ
る
か
不
明
。
『
説
文
解
字
」
巻
一
に
「
英

艸
榮
而
不
實
者
」
と
あ
る
。
「
智
出
萬
人
爲
英
」
は
『
淮
南
子
』
泰
族
訓
。
『
礼
記
』
は
礼
運
篇
。
疏
の
部
分
は
ヌ
耒
辨
名
記
云
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
。
京
大

本
に
も
そ
の
ま
ま
あ
る
。

『
聴
塵
』
は
「
可
放
。
此
点
不
甘
心
、
可
攷
乎
。
」
と
し
て
い
る
。

2345

が
多
[
い
]
ぞ
。
是
は
李
瀚
が
錯
[
り
]
で
は
有
ま
い
ぞ
。
後
人
が
惡
く
せ
ん
ぞ
。
傳
は
展
轉

そ
う
ぞ
。

6

、

789 任
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『
澪
ど
赤
」
四
八
、
賀
一
穫
に
「
典
英
雛
陽
人
也
。
年
十
八
、
以
能
而
醜
姑
父
、
稱
於
郡
中
」
と
あ
り
、
顔
加
十
J
征
は
「
屬
渭
綴
輯
之
也
、
言
其
毛
爲
文
也
0

屬
音
之
欲
反
」
と
あ
る
。

予
1
三
段
ぞ
。
よ
う
し
た
物
ぢ
や
が
、
注
が
ま
ち
と
そ
さ
う
な
程
に
と
思
て
、
注
を
し
そ
へ
た
ぞ
。
於
是
1
渙
嵐
と
云
は
、
渉
は
K
を
渡
る
ぞ
、

狼
は
、
か
り
を
す
る
ぞ
。
漁
す
る
物
も
、
さ
つ
く
と
み
て
行
[
く
]
を
椴
と
云
[
ふ
]
ぞ
。
渉
獺
も
同
じ
心
ぞ
。
易
序
例
、
漁
嵐
貰
典
【
易
の

(
注
)
;

序
例
に
、
墳
典
を
漁
狼
す
、
と
】
。
本
源
を
さ
ぐ
り
求
て
、
よ
く
し
た
ぞ
。
前
に
煩
蕪
1
力
冽
し
た
と
云
[
ふ
]
た
こ
と
ぞ
。
買
な
れ
共
、
惡
處
を

ぱ
取
[
り
]
の
け
て
、
善
處
を
取
[
る
]
程
に
ぞ
。
是
は
李
瀚
な
記
を
引
[
き
]
て
し
た
程
に
と
云
て
は
条
ら
う
ぞ
。
後
人
が
蒙
求
に
は
の
せ

た
が
、
傳
邑
は
無
[
い
]
と
云
[
ふ
]
て
、
の
け
た
い
な
と
云
こ
と
が
あ
ら
う
ぞ
。
古
晋
し
た
れ
共
、
無
[
ど
と
云
[
ふ
]
は
、
本
注
に
は

誤
り
が
多
〔
ど
程
に
、
其
を
今
し
な
を
い
て
、
よ
く
す
る
ぞ
。
傳
記
不
見
否
ル
に
見
ヘ
ず
】
と
は
、
本
傳
に
不
書
【
券
ざ
る
】
こ
と
が
有
[
る
]

を
ぱ
、
引
夕
し
て
置
[
く
]
ぞ
。
至
1
是
か
ら
補
注
の
事
を
添
[
ふ
]
ぞ
。
載
籍
1
余
の
本
の
中
に
ょ
¥
有
[
る
]
を
ぱ
、
又
爰
ヘ
入
つ
な

ど
し
た
ぞ
。
昔
の
こ
と
の
大
概
な
事
を
ぱ
、
そ
と
三
を
取
て
し
る
い
た
ぞ
。
綴
は
都
洛
〔
の
]
反
。
日
月
の
天
に
か
、
る
柴
に
し
て
、
み
す
る
ぞ
0

補
と
よ
ま
う
か
ぞ
。
彌
勒
を
一
生
補
處
と
云
が
よ
い
と
去
[
ふ
]
が
、
さ
う
有
[
る
]
か
も
知
ら
ぬ
ぞ
。
漢
音
も
、
ふ
ぞ
'
忘
は
古
事
か
多
[
ど

程
に
、
忘
る
、
程
に
、
さ
て
記
い
て
置
[
く
]
ぞ
。
齊
衡
陽
王
蕭
鈎
、
常
自
沓
蜘
頸
細
書
五
逕
置
巾
箱
、
蒲
遺
忘
也
「
乏
ノ
『
の
衡
陽
ー
モ
浦
勾
、
常
に

自
ら
蜘
頭
細
雪
の
五
經
を
書
き
、
巾
箱
に
置
き
て
、
遺
忘
に
備
ふ
る
な
り
、
と
^
。
か
う
し
て
討
論
す
る
た
す
け
こ
な
る
ぞ
0

不
亦
1
文
章
宝
白
ん

一
子

と
て
は
、
故
事
機
学
討
論
せ
い
で
は
ぞ
。
此
[
の
]
蒙
求
に
て
は
、
故
事
を
よ
く
知
[
る
]
程
に
、
文
t
や
が
て
成
[
る
]
ぞ
0
 
捷
竺
徑
〕

は
早
〔
い
]
と
云
[
ふ
]
、
心
ぞ
、
す
ぐ
道
也
。
文
章
を
す
る
に
、
史
漢
な
ど
を
引
[
く
]
は
を
そ
い
程
に
、
さ
て
÷
に
、
は
や
く
な
る
ぞ
0
 
時

1
年
号
の
な
き
は
如
何
。
文
の
一
體
欺
。
傳
者
の
あ
や
ま
り
か
。
一
本
に
光
禄
大
夫
行
右
散
騎
侍
臣
徐
子
光
序
と
あ
る
本
も
あ
り
0

十
一

10
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行
、
文
獻
通
考
四
十
七
、
職
官
ぎ
注
、
凡
正
官
皆
稱
行
守
、
其
階
高
而
官
卑
者
稱
行
、
階
卑
而
官
高
者
稱
守
。
官
階
同
者
、
並
無
行
守
字
会
呑

【
行
は
、
文
獻
通
考
四
十
七
、
職
官
考
の
注
に
、
凡
そ
正
官
皆
行
守
を
稱
す
。
其
の
階
高
く
し
て
官
卑
き
者
は
行
を
稱
し
、
階
卑
く
し
て
官
高
き
者

は
守
を
稱
す
。
官
階
同
じ
き
者
は
、
並
び
に
行
守
の
字
無
し
<
云
云
>
、
ど
^
。

、
11

唐
突
に
「
渉
獺
」
が
出
て
く
る
が
、
京
大
本
で
は
「
前
漢
賀
山
傳
云
、
所
一
昆
禦
邑
不
能
爲
醇
儒
師
↓
訂
日
、
渉
若
渉
万
独
若
猫
獣
、
吾
乎
立
く
卯
專

0

精
也
。
醇
老
、
不
雜
也
。
」
と
あ
る
。
賣
山
傳
は
巻
五
一

「
易
序
例
」
は
王
弼
の
『
周
易
略
例
』
の
序
。
「
易
略
例
序
」
と
す
べ
き
と
こ
ろ
。
京
大
木
は
「
易
略
例
序
」
と
あ
る
。

『
南
史
』
斉
宗
室
列
伝
に
「
鈞
常
手
啓
梨
号
五
經
、
部
爲
一
卷
、
置
丁
巾
箱
中
以
備
遺
忘
侍
就
貝
動
問
日
殿
下
オ
自
駒
墳
熱
複
何
須
小
頭
糸
告

藏
巾
箱
中
。
答
日
、
巾
箱
中
有
轟
、
於
檢
開
既
易
、
且
一
更
手
{
易
、
則
永
不
忘
。
」
と
あ
る
。
京
火
本
に
見
え
る
。

『
文
献
通
老
』
巻
四
七
、
職
官
老
一
の
官
制
総
序
の
璽
黒
器
此
也
」
の
注
に
あ
る
。

234

本
稿
は
、
大
学
院
前
期
課
程
の
授
業
の
成
果
の
一
っ
で
ゞ
需
生
の
レ
ジ
ュ
メ
を
も
と
に
、
塩
W
か
全
体
の
構
成
と
補
足
と
を
行
っ
た
も
の
で
、

文
責
は
塩
出
に
あ
る
。

本
学
教
授
)

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
)

本
学
大
学
院
博
士
前
期
裟
)

本
学
大
学
院
博
士
前
期
強
)

本
学
大
学
院
博
士
前
黒
程
)

(
し
お
で
・
た
だ
し

(
さ
つ
ち
・
あ
す
か

ノ
~
力
い
・
り
ょ
う
こ

(
こ
に
し
・
み
く

(
や
ま
や
・
も
も
こ

別
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